
関文化交流センター改修工事

株式会社　浦野設計

（建築）
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ＥＶ詳細図1

配置図・案内図・工事概要

図番 図面名称

図　面　目　録

図番図番 図面名称 図面名称（電気） （機械）

改修前・改修後　１階平面図

改修前　便所平面詳細図

改修後　便所平面詳細図

改修後　換気平面詳細図

特記仕様書（機械）

器具表　身障者便所詳細図
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改修前・改修後　２階平面図

改修前・改修後　３階平面図
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特記仕様書3（建築）

特記仕様書1（建築）

特記仕様書2（建築）

特記仕様書4（建築）

特記仕様書(構造・S造)

仕上表

特記仕様書（解体）

電気設備　３階平面図（改修図）

電気設備　２階平面図（改修図）

電気設備　3.4階平面図（撤去図）

電気設備　２階平面図（撤去図）

電気設備　１階平面図（撤去図）

電気設備　１階平面図（改修図）

特記仕様書（電気・包含）

改修前・改修後　屋根伏図

改修前　平面詳細図

部分詳細図

改修後　平面詳細図

改修前　矩形図

改修後　矩形図

（参考）仮設計画図

展開図1
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展開図2
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建具表

伏図

電気設備　平面詳細図

軸組図
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他産業の廃棄物で得られた再生資源についても利用促進を図るものとし、
「みえ・グリーン購入基本指針」に基づく環境配慮を行うこと。

あたって生産された国における森林に関する法令に照らして合法な木材と

（同指針に基づき、木材を使用する場合において、原料として使用され

重の木」利用推進協議会が認証する「三重の木」の優先利用に努めるこ

塗材は、ホルムアルデヒドを発散しないか、発散の少ないものとする。

アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、

MDF、パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂及び仕上げ

を含有しない難揮発性の可塑材を使用し、ホルムアルデヒド、

什器等は、ホルムアルデヒドを発散しないか、発散の少ないものとする。

発散しないか、発散が少ないものとする。

  本工事に使用する木材は、品質が求められる水準以上であれば、「三

  保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを発散しな

  接着剤は、フタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸ジ-n-エチルヘキシル

  塗料は、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを

  これらの建築材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他

  合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、

工事の発注者に対して支払請求を行うことができる。なお、この期間

課税対象となった場合には完成年度の翌年度の 4月1日から 8月31日
までの間に別に定める様式に産業廃棄物税納付証明書を添付して当該

「建築材料・設備機材等品質性能評価事業 建築材料等評価名簿」及び
る新品とするほか国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

別記記載の資材及び見積メーカー(参考)又はこれらと同等とする。

越えて請求することはできない。また、産業廃棄物処理集計表を
(マニフェストの数量の集計)を越えて請求することはできない。

含めた各工事が支障のない状態にまで完了していること。

  建築物等の使用を想定して総合試運転調整を行ううえで、関連工事を

  職種別に可能なものについては積極的に活用のこと。

 また、建設工事で得られた再生資源の活用はもちろんのこと、

  本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、請負者が

 また、工事完了後にはJACICが運用する「建設副産物情報交換システム」

  工事者は受注時において延べ面積が 500m2以上の工事については、

キシレン

  排出ガス対策型建設機械指定要領に基づき指定された排出ガス対策型

  低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定に基づき指定された

から採取することとし、困難な場合は監督員と協議すること。
行いながら空気調和を行う設備がある場合は、設備の試運転が終了して

※ 測定方法( ※ パッシブ法    ・ アクティブ法                   )

数量、価格等に考慮し、優先的に認定製品を使用すること。入手困難な

管理し、適切な乾燥時間をとるものとする。また、施工時、施工後の

通風、換気を十分に行い、室内に発散した化学物質等を室外へ放出さ

  試料は、内装工事完了から2週間以上の通風換気を行い、また、換気を

  標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は当該製品の指定

  接着剤及び塗料の塗布にあたっては、使用方法及び塗布料を十分に

  本工事では三重県リサイクル製品利用推進条例に基づき性能、品質、

すること。）
項　　　目

適用基準等

登録等
工事実績情報の

発生材の処理等3

事

項

通

2

共

般

章

1 1

一

住宅以上になるとき施工体制台帳を作成し、工事現場に備えると共に、別に

(マニフェスト A、B2、D票を提示し、E票は、写しを提出すること。)

関係法令よるほか、「建設副産物適正処理推進要綱｣に従い適切処理し、

  請負者は、各下請負者の施工の分担関係を表示した施工体系図を作成し、

工事現場の見やすい場所と公衆の見やすい場所に掲げなければならない。
また、請負者は、施工体系図を別に定める様式により監督員に提出しなけ

・ 特別管理産業廃棄物  ※有(                                   )

     処理方法(                                                 )
・ 現場において再利用を図るもの(                               )

  引渡しを要するもの、再生資源の利用を図るものについては調書作成

に搬出し、建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律、資源の有効な
利用の促進に関する法律、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、その他

・ 引渡しを要するもの(                                         )

・

し、監督員へ提出すること。

監督員に報告すること。

・

・ 再生資材の利用を図るもの
・ アスファルトコンクリート塊

・ セメントコンクリート塊

定める様式により、監督員に提出しなければならない。

・ 建設発生木材

(1.3.8)

ればならない。

・

※15排出ガス対策

建設機械の使用 建設機械を使用する。

※

※

※

※ 報告書提出部数 2部

13

14

工法
特別な材料の

防止

騒音・振動の

建設機械を使用する。

工法による。

その他

則施工に関し、必要な書類に様式を定める要綱に従い、部分下請通知書
  請負者は、下請負に付する場合は、別に定める三重県建設工事執行規

  請負者は、工事を施工するためのに締結した下請契約の請負代金額

(当該下請契約が2以上ある時は、それらの金額の総額)が4,500万円

 ただし、期間には土曜日、日曜日、国民の祝日に関する法律に規定する

 なお、変更時と完成時の間が10日に満たない場合は、変更時の提出を

以内に、完成時にあっては、工事完成後10日以内にJACICに登録申請

確認を受けたうえ、登録内容の変更時にあっては、変更契約締結後10日
て、変更及び完成時においても同様に「工事カルテ」を作成し、監督員の

 なお、工事請負代金額が2500万円以上の工事の場合は、受注時に加え

申請を行い、JACICから｢工事カルテ受領書｣が請負者に届いた際には、
監督員の確認を受けたうえ、契約締結後10日以内にJACICに対し登録
 データ登録は、受注時に工事実績情報として「工事カルテ」を作成し、

が運営する工事実績情報サービス(CORINS)に、「CORINS入力システム」

※ 本特記事項に個別の記載の適用基準に加え、以下の基準等を適用する。

  請負者は、受注時において工事請負代金額が、500万円の工事につい
て、(財)日本建設情報総合センター工事実績情報サービ（以下「JACIC」）

国民の祝日等は含まない。

（第9号様式）を監督員に提出しなければならない。

その写しを直ちに監督員に提出しなければならない。

省略できるものとする。

・

・

しなければならない。

により当該工事に係るデータ登録を行わなければならない。

特　　記　　事　　項

・

(1.1.4)

※ 建築工事標準詳細図 (平成22年版)

※

※

用
適

※ 測定物質(○で示したものとする。)

安全管理

12

濃度測定

室内空気中の

化学物質の

11

10 リサイクル認定

施工中の安全

製品の利用

アルデヒド
ホルム

集会所

施設用途

せること。

トルエン

場合は監督員と協議すること。

※

※

いか、発散の少ないものとする。

発散が少ないものとする。

と。

工事内容

敷地面積

工事場所

  . 工事名

  . 工事概要

特記仕様

共通仕様

（以下、標準仕様書という。）による。

  . 建築工事仕様

2）

3）

　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、三重県公共工事共通仕様書

.

.

2

1

1）

.

.

.

3

2

1

を適用し※印の付いたものは適用しない。

特記事項に記載される内容が複数ある事項については○印の付いたもの

項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

特記事項は、○印の付いたものを適用する。

○印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

使用材料等で､複数の材料に○印が付いたものは図面による。

項目に記載の（　　）内番号は標準仕様書の該当項目、図又は表を示す。

建築工事工事項目

延床面積

建築面積

棟名称

構造

※

※8

9

(1.5.2)

(1.3.3)

技能士

建築材料等

※

※

※

7

6 概成工期

電気保安技術者

5
廃棄物税

システムの利用

三重県産業

  適用する

を監督員に提出すること。

へ実績報告を行うこと。

工  事  特  記  仕  様  書 ※4
情報交換
建設副産物

※ 駆動装置又は電動建具等による建具等の2次側配管配線及び ・ 利用できる ( ・ 有償    ・ 無償 )    ※ 利用できない

埋戻し 及び

(3.2.3)(表3.2.1)

建設発生土の

試験堀り

試験杭 及び

既成コンクリート

地盤の載荷試験

杭の載荷試験

4

事 杭

故に係る状況聴取、調査、検証等に協力すること。

上げ共、既存にならい補修すること。

※ 図示のベンチマーク (B.M) 　・1FL=-300

速やかに提出すること。

   (現状地盤は B.M

  承諾を受けること。

  受注者は、発注者が行う生コンクリートに関する調査に協力すること。

  工事施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督員に通報するととも

に、事故発生報告書（三重県公共工事共通仕様書第13号様式）を監督員に

  また、事故発生後の措置について監督員と協議を行うとともに、当該事

  工事施工に際し既存部分を汚損した場合又は損傷した場合は、構造・仕

※ 設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督員の

有する者の中から選定するよう努めること。

すること等。詳細は監督員と別途協議によるものとする。

  本工事に於いて、下請け契約を締結する場合には、当該契約の相手方を

※ 調査内容については、購入先、購入価格、資材の搬入と施工に条件に関

スチレン
ベンゼン
エチル

ベンゼン
パラジクロロ

24 調査協力

25

23 事故報告

22

21

養生その他

設計GL

2

3

業

工

1

地

4

 mm)

土

2
工 処理

事

13

盛り土

※ 提出部数 2部報告書

（工法               ）

・ A種   ・ B種   ・ C種   ・ D種   ・ E種   ・ F種

(4.3.6) ・ 特定埋込杭工法（建築基準法に基づく埋込杭工法とする。）

（支持地盤                        ）

杭頭の処理

継手

(4.3.7)

※ アーク溶接 

※ 行う

・ 無溶接継手

・ 行わない

 （掘削深さ 設計GL-        m    掘削径        mm）
（支持地盤                        ）

・ 300    ・ 350    ・ 400    ・ 450    ・

・ 1種   ・ 2種 （ ・ A種   ・ B種   ・ C種）

（支持力                       ）

・ 1種   ・ 2種 （ ・ A種   ・ B種   ・ C種）

・ 開放型    ・ 閉そく型

・ プレボーリング併用打撃工法

・ 上記以外の建築基準法に基づく杭

 先端形状    

・ 打撃工法

・ 打込み工法

・ セメントミルク工法

施工方法(4.3.3)

(4.3.5)

(4.3.4)

・ PHC杭

・ RC杭
・ SC杭

 径

 長さ

(4.3.2)

（        ）m

・ 処分地指定    処分地 (                                        )

※ 図示    ・    　　　地耐力長期（fe=100kN/m2)

※ 図示    ・               載荷荷重（        kg）

※ 本工事で新規受電または既設電気回路に接続し通電した時から工事に

※ 提出部数 2部

試験の方法及び報告書の記載は、敷地調査共通仕様書による。

・ 鉛直載荷    ・ 水平載荷    ・

・ 位置、形状及び箇所数    ※ 図示    ・

・ 位置及び本数    ※ 図示    ※      本

試験の方法及び報告書の記載は、敷地調査共通仕様書による。

※ 平板載荷    2箇所

試験方法

試験方法

報告書

位置 

位置 
(4.2.4)

(4.2.3)

・ 試験堀

・ 試験杭

(4.2.2)

※ 最初の

・ 処分地未定につき相互協議する。 暫定運搬距離  8km

種別    ・ A種    ※ B種    ・ C種    ・ D種

起因する電力料金は本工事に含まれる。

※ 自由処分

(3.2.5)

の備品等
監督職員事務所

監督職員事務所

工事用水

仮設便所

工事用電力

  アルバム 1部 （大きさ 335mm×290mm程度）

  作成する ( ※ 完成図    ・ 保全に関する資料 )

（A4版用紙に1ページあたり3枚）

  箇所数は 外観4面 各室2面 程度とする。

 ただし、提出できない場合は監督員との協議による。

 ただし、作成できない場合は監督員との協議による。
 CADによる提出 ( ※ 要    ・ 不要 )

 CADによる作成 ( ※ 要    ・ 不要 )

   で印刷したもの 1部

※ CD  部数は「19 電子納品」を参照
  電子納品とし、次のものを提出する。

（提出部数    ※ 2部    ・  部）

※ 図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔、開口部の補強
※ 図示した壁、天井の仕上材、下地材の切り込み及び補強

（提出部数    ※ 2部    ・  部）

図書編）」に基づき電子媒体も提出すること。

写真編）」等に基づき電子媒体も提出すること。

  工事完成図書は、「営繕工事に係る電子納品マニュアル（工事完成

※ 全写真のサルネームを印刷したもの（A4版用紙） 1部

  工事写真は、「営繕工事に係る電子納品マニュアル（デジタル工事

規定の箇所数が確保できない場合には、監督員と協議すること。

  デジタルカメラで撮影し、全てL版相当サイズで印刷する。

  完成図作図範囲(配置図、平面図、立面図、断面図、仕上表等)
 なお、完成図の著作権にかかる使用権は発注者に移譲するものとする。

※ 代表的写真を抽出し、L版相当サイズ（A4版用紙に1ページあたり3枚）

20
取合い
設備工事との 施工範囲

※

19電子納品

・

※

※

※

18完成写真

・

・

※

17完成図等 ※

※

3

5

4

6

事

工

仮

2設

  工事写真の撮り方／建築、及び同／建築設備に従い撮影する。16工事写真 ※ 12 足場

衣類ロッカー

冷暖房機器

温度計

(100程度)

手すり先行専用足場型とするか、または、改善措置機材を用いて手すり

合板 又は せっこうボード張り、合成樹脂エマルジョン塗り
溶融亜鉛めっき合板張り、又は鉄板張り、調合ペイント塗り

先行工法による足場の組立て等の基準」による働きやすい安心感のある
足場とし、二段手すりと巾木の機能を有する部材をあらかじめ備えられた

備品等の設置

湯沸器

書棚

・ 利用できる ( ・ 有償    ・ 無償 )    ※ 利用できない

・ 利用できる    ※ 利用できない

雨がっぱ

構内既存の施設

構内既存の施設

構内既存の施設

種類

種類

数量

数量
種類

(2.3.1)

数量

足

組
机・いす

消火器

長ぐつ

個
請負者加入電話機
個

個

着

台
保護帽

掃除具

黒板

台 個

掛時計

個

個
懐中電灯

台

合板張り 又は ビニール床シート張り

先行専用足場型と同等の機能を確保するものとする。

(20程度)

(単位 :m2 )

※規模

部 位 等

屋  根

内壁、天井

監督職員事務所の仕上げ
面積

床

(10程度)

※ 設置する

監督職員事務所の規模(2.3.1)

仕   上   げ

(35程度) (65程度)

・・ ・

台

個

台

・

（厚生　労働省平成15年４月策定）」により、設置については「手すり
  枠組足場を設ける場合は、「手すり先行工法に関するガイドライン※

(2.2.4)

関文化交流センター改修工事

三重県亀山市関町泉ケ丘1011－1

5934.00　㎡

-

RC,SRC造　３階建

1257.59　㎡

1933.51　㎡

及び公共建築工事標準仕様書 (「建築工事編」 平成２２年度版)

  引渡しを要しないもの、再生資源化を図るもの以外のものは、全て構外

※ 測定箇所( ※ 図示    ・ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

市内企業
亀山市内に事業所（建設業法において規定する主たる営業所を含む）を

工法並びに環境の保全に有効な工法の提案がある場合は、監督職員と

  設計図書に定められた工法以外で所要の品質及び性能の確保が可能な

(1.5.8)

工法の提案

協力
26

27

ISO14001への
ものとする。詳細は監督員と別途協議するものとする。
  受注者は、亀山市のISO14001に基づく環境保全活動に協力する

28提出書類   監督員より別途指示するものとする。

関文化交流センター改修工事
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１級建築士
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１級建築士

第142316号

岡部　六弥

操作スイッチ施工図

優先使用

協議する。



4 5 鋼杭地業 ・ 鋼管杭 ・ SKK400   ・ SKK490 6 0 コンクリートの ・ 普通コンクリート ・ 軽量コンクリート ・ 9 耐火被覆 種別 4 塗膜防水 施   工   箇   所 種     別

・ H形鋼管杭 ・ SHK400   ・ SHK400M   ・ SHK490M 種類 ・ ラス張りモルタル塗り    ・ 耐火材吹付け    ・ 耐火板張り X-1(4.4.2) (7.9.2) (9.5.3)

 径 ・ 300   ・ 350   ・ 400    ・ 450   ・ ・ 耐火材巻き付け X-2(表4.4.2) (6.1.3) (表9.5.1)

地  長さ （        ）m コ 所要性能 Y-1(表9.5.2)

先端形状     ※ 開放形    ・ 1 普通コンクリート 設計基準強度　Ｆｃ 適   用   箇   所 スランプ ※ 建築基準法の規定に基づき指定又は認定を受けた物 Y-2
(Ｎ/mm2)補強工法    ※ 補強バンド    ・ ン の強度・スランプ ・ 21+3 基礎　　躯体 ※ 18 ・ （                                                             ）ロックウールｔ＝25　一時間耐火 ・ 種別 X-1 における脱気装置
(Ｎ/mm2)継手        ※ JISA5525(鋼管ぐい) ・ 18 土間　　捨て ※ 18 ※ 製造書の仕様による(6.1.4)

(Ｎ/mm2)業 施工方法 ク ・ 10亜鉛メッキ 種別(4.3.3)

・ 打込み工法（支持力                       ） ※ A種    ・ B種 ・ 種別 Y-2 における保護層を適用する

・ 打撃工法 リ 2 レディーミクスト 類別
類 類・ プレボーリング併用打撃工法 コンクリートの ※ ・ 5 シーリング ※ 表9.6.1による

工  （掘削深さ 設計GL-        m    掘削径        mm） ｜ 類別 8 1 補強コンクリート ブロックの種別・厚さ ※ 空洞ブロック16 施   工   箇   所 目 地 寸 法 種  別(9.6.2)

・ セメントミルク工法 （支持地盤                        ） ブロック造 ・ 各部の配筋 ※ 標仕別図8節による 幅 10,15mm MS-2(4.3.4) (6.1.5) (表9.6.1)

・ 特定埋込杭工法（建築基準法に基づく埋込杭工法とする。） ト 3 コンクリートの 合板せき板を用いる場合の打放し仕上げの種別(4.3.5) (8.2.2)

（支持地盤                        ） 仕上り ・ A種    ・ B種    ・ C種 ブ 2 コンクリート ブロックの種別 ※ 空洞ブロック16

事 杭頭の処理 ※ 行う          ・ 行わない 工 ロ ブロック （ただし、衛生配管用裏積みブロックは、空洞ブロック08とすることができる。）(4.4.5) (6.2.5)

4 セメント 種類 ッ 帳壁及び塀
6 場所打ち 施工方法 事 ※ 普通ポルトランドセメント又は混合セメントA種 ク ・ 接着性試験(6.3.2)(表6.3.1) (8.3.2) (9.6.5)

コンクリート ・ アースドリル工法 ・ 3 ALCパネル 種  類 単位荷重 呼 び 寸 法 取 付 方 法 ※ 簡易接着性試験    ・ 引張接着性試験
2杭地業 ・ リバース工法 5 型枠 材料    Ａ ( N/m ) 厚さ 幅  (mm) (mm)(8.4.4)

・ オールケーシング工法 ※ 複合合板 (厚さ    ※12    ・           ) Ｌ ・ 外壁用パネル ・ ・ 100 ※ 600 ・ A種   ・ B種 ※ 接着体との組み合わせは、表9.61による。(4.5.4) (6.9.3) (表8.4.3)

・ 鋼管コンクリート杭工法 Ｃ ・ ・ 120 ・ C種(4.5.5) (8.4.5)

・ 拡底 ( ・ 行う    ・ 行わない) 6 コンクリートの 圧縮強度試験の供試体の材齢及び養生方法 パ ・ 間仕切用パネル ・ ・ 100 ・ B種   ・ C種(表8.4.3)

・ 120鉄筋 強度試験 ※ 材齢28日 ( ※ 標準養生          ・                    ) ネ ・ ・ D種   ・ E種 10 1 天然石 使 用 部 位 種類  (名称) 厚さ 表面仕上げ 工    法 (mm)(4.5.3)

※ 鉄筋の種類は標準仕様書 5章2節による ※ 材齢28日 ( ※ 現場水中養生      ・                    ) ル ・ 屋根用パネル ・ ・ 100 床 ※ 荒磨き(6.10.4) (10.2.1)

コンクリートの種別    ・ A種    ・ B種 ・ 型枠脱型用 ( ※ 現場水中養生      ・                    ) ・ ・ ・ ・(表4.5.1) (表10.2.1)

N/mm2設計基準強度(            ) ・ ( ・                   ・                    ) 押 ・ 床用パネル ・ ・ 100 石 壁 ・(表10.2.2)

セメントの種類    ※ 高炉セメントB種    ・ 出 ・ ・ 120
最小かぶり厚さ    ※ 100    ・ 7 軽量コンクリート 種別 ・ 1類    ・ 2類 成 ・ ・ 150
支持地盤(                        ） 形 外壁パネルの取付方法(6.11.1)(表6.11.1) (8.4.3)

8 無筋コンクリート 適用箇所  標準仕様書 6.14.1 による セ ※ A種    ・ B種    ・ C種 ・ 清掃は床面ワックスを使用する(10.1.5)

7 地盤改良 ・ （表層改良　　浅層改良 ）工法 ・ 上記以外の適用箇所 (                                  ) メ 工 ・ ジェットバーナー仕上面のバフ仕上有り(6.14.1) (表10.2.1)

(Ｎ/mm2) (Ｎ/mm2)設計基準強度 ※ 18 ・ ン 耐火目地材の充填（材料                                           ） ・ 石裏面処理(床面)(4.5.4) (10.6.2)

8 砂及び砂利地業 厚さ(mm) ※ 60    ・ 図示 スランプ ※ 15cm ・ 18cm ト ※ A種    ・ B種 ※ 適用する    ・ 適用しない

※ 仕上がりレベルを計測し、記録すること。 板 間仕切パネルの取付方法 ・ 割付(4.6.3) (8.4.4) (10.1.3)

工 ・ B種    ・ C種    ・ D種    ・ E種 ※ 標仕10.1.3(a)による
9 捨コンクリート地業 厚さ(mm) ※ 60    ・50 7 1 施工管理技術者 ※ 適用する 事 事

※ 仕上がりレベルを計測し、記録すること。 4 押出成形 種  類 表面形状及び 板厚 働き幅 取 付 方 法 2 テラゾ 使   用   部   位 種石の種類 種石の大きさ 表 面 仕 上(4.6.5) (7.1.3)

2 製作工場 ※ 建築基準法77条の45項第1項に基づき国土交通段大臣から性能評価機 セメント板 原料区分 ※ 大理石 ※ 1.5～12mm (mm)  (mm) (10.2.1)

10床下防湿層 ※ ポリエチレンフィルム（厚さ ※ 0.15mm以上    ・             ） 鉄 関として認可を受けた（株）日本鉄骨評価センター又は（社）全国鉄構工 ・ 外壁用 ・ フラットパネル ・ 100 ・ ・ A種(7.1.3) (8.5.2) (表10.2.2)

※ 防湿層の重ね幅、基礎梁へののみ込みは、250mm以上とする。 業会の「鉄骨製作工場の性能評価基準｣に定めるグレードとして国土交通大    パネル ・ デザインパネル ・ ・ B種(4.6.6) (8.5.4)

臣から認定を受けた工場又は同等以上の能力のある工場 ・ タイルベースパネル(表8.5.1)

・ 間仕切壁 ・ フラットパネル ・ 100 ・ ・ B種(8.5.5)

・ 上記に定める下記グレードをして国土交通大臣から認定を受けた工場又    パネル ・ デザインパネル ・ ・ C種 11 1 張付用材料(表8.5.2) ※ タイル製造所の指定する製品とする
5 1 鉄筋の種類 鉄筋の記号 径 備  考 骨 は同等以上の能力のある工場 ・ タイルベースパネル 有機質接着剤は、JIS A5548(陶磁器質タイル用接着剤)による（11.2.3)

※ SD295A ※ D16以下 ・ R    ・ M    ・ H    ・ S 外壁パネルの取付方法 ※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆(5.2.1) (8.5.3)

・ SD295B ・ A種    ・ B種 タ

鉄 ※ SD345 ※ D19以上 3 鋼材 材質 ・ SS400      ・ SKT400    ・ STKR400 間仕切パネルの取付方法 2 陶磁器質タイル タイルの種類
・ SSC400    ・ BCR295    ・ SN400 ・ B種    ・ C種 張り 施 形 き じ うわ 役物 色(7.2.1)

・ 建築基準法第37条の規定に基づく認定を受けたもの 工 ・ 建築基準法に基づき指定及び認定を受けたもの 工 状 ぐすり(表11.3.2)

9 1 アスファルト防水 施   工   箇   所 種     別 イ 箇 寸 磁 せ 陶 施 無 無 有 標 特(11.2.1)

筋 2 溶接金網 網目の形状、寸法 4 高力ボルト 種類 ※ トルシア形高力ボルト2種(S10T) 所 法 っ ゆ ゆ(表9.2.3)

鉄線の径(mm)    ・ 4    ・ 5    ・ 6    ・ 10 ・ JIS形高力ボルト2種(F10T) 器 器 器 う う 準 注(5.2.2) (7.2.2) ～(表9.2.8) mm

寸法    (mm)    ・ 100×100   ・ 150×150   ・ ・ 溶融亜鉛めっき高力ボルト 防
工 事    （建築基準法に基づき指定及び認定を受けたもの） 1種（F8T相当） アスファルトの種類    ※ 3種    ・ 4種 ル(9.2.2)

・ 絶縁用シート(9.2.2)

3 継ぎ手 径 部  位 5 アンカーボルト 材質 構造用    ※ SNR400    ・ ※ ポリエチレンフィルム(厚さ 0.1mm以上)
2※ 重ね継手 ※ D19以上 全て 建方用    ※ SS400      ・ 水 ・ フラットヤーンクロス(70g/m )(5.3.4) (7.2.4)(7.10.3)

全て事 ※ ガス圧接 ※ D22以上 ・ 建方用アンカーボルトの保持及び埋込み ・ 押え金物 工(表7.10.1)

・ A種    ※ B種    ・ C種 ※ アルミ製 L-30×15×2.0 ・ 見本焼きを行う
・ 柱底均しモルタルの工法・厚み ・ 断熱工法の断熱材 ・ タイルの試験張りを行う(表7.10.2) (9.2.2)

4 圧接完了後の 抜取試験方法 ※ 超音波探傷    ・ 引張試験 ※ A種 50mm    ・ B種 30mm 工 種類 ※ JIS A9511(ポリエチレンフォーム保温材) 3種b類(スキン層付)
試験 ・ 立上り保護 事 3 陶磁器質タイル 種別(5.4.9)

6 溶接部の開先 開先の形状 ・ 軒先保護材（            ） ・ れんが（                     ）材種   ※ JIS R1250 型枠先付 ※ タイルシート工法    ・ 目地桝法    ・ 桟木法
5 特殊な鉄筋・継手 種類 ※  開先の形状は、原則として、国土交通省大臣官房官庁営繕部 ・ 脱気装置(7.6.4) (表9.2.10) (表11.4.1)(11.4.2)

  「建築鉄骨設計基準」による。 事 ※ 製造書の仕様による(5.5.2)

・ 種類 (                           )  設置数量 (     )箇所

6 杭頭補強方法 ・ A形    ※ B形 7 溶接部の試験 試験の種別 ・ 防水層下地モルタル塗（施工箇所：                               ）
※ 超音波探傷試験    ・ ・ 保護コンクリートの厚さ(別図1.1) (7.6.11) (9.2.5)

7 帯筋 帯筋組立の形※ H形    ・ W-I 形    ・ SP形    ・ 丸型 溶接区分AOQL（%） 検査水準 備  考 ※ 80
現場溶接 ・ 2.5 ※ 計数連続生産型抜取検査(別図1.1)

8 梁貫通孔補強 配筋種別 ・ H(  )形    ・ M(  )形    ・ HM(  )形    ・ ※ 4.0 2 改質アスファルト 施   工   箇   所 種  別 厚 さ   (mm)
・ 工場溶接 ・ 2.5 ※ 6 シート防水 AS-1 ・ 2.5   ・ 3.0(別図表7.1)

※ 4.0 AS-2 ※ 4.0   ・(9.3.2)

9 荷物吊上げ用 ・ A種    ・ B種    ・ C種 (表9.3.1)

フック
3 合成高分子系 施   工   箇   所 種  別 厚 さ   (mm)(別図表7.3)

8 錆止め塗装 ・ 鉄骨等錆止め塗料塗り工法 ルーフィング S-F1 ※ 1.2   ・

1回目 製作工場の組立後 シート防水 S-F2 ※ 2.0   ・(18.3.3)

2回目 工事現場において建て方及び溶接完了後 S-M1 ※ 1.5   ・(9.4.2)

・ S-M2 ※ 1.5   ・(表9.4.1)

塗料の種別  標準仕様書18.3.2による S-M3 ※ 1.2   ・(7.8.3)

・ 絶縁用シート
※ 発泡ポリエチレンシート

・
・ 露出の場合の保護塗装    ・ カラー    ・ シルバー

関文化交流センター改修工事
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・ 600角 ・ 目地タ イプデヒドの発散量

※ 水系アクリル樹脂

・ ウレタ ン樹脂エナメル
※ 艶あり

耐候性
※ 耐候形3種

増塗り材

( ※ 1色   ・ 2色)

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの発散量

建築基準法に基づき不燃材料の指定又は認定を受けたもの

・ 
・ はぜ締め形

※ 重ね形(渡廊下)

・瓦棒葺

材種

野縁などの種類

種別

スタッド、ライナーの種類

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

(14.4.3)

事 5

(14.5.3)

(表14.2.1)

(表14.2.2)

軽量鉄骨壁下地

3

属

工

4

(表14.4.1)

(14.4.2)

軽量鉄骨

(14.2.3)(表14.2.2)

14

金

1

2

(13.5.2)

(表13.5.5)

(14.2.2)

(14.1.3)

あと施工アンカー

ステンレス

4

(表13.5.1)

(13.5.3)

(13.5.2)

とい

い

工

事

3

(13.4.2)

粘土瓦葺

根

と

び 2

及

(13.3.2)

折版葺

13 1

屋

長尺金属板

(表13.2.1)

(13.2.2)

(13.2.3)

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

・ 有り    ・ 無し屋外の場合の補強
・ 300程度    ・

・ 50形    ・ 65形     ・ 90形     ・ 100形

屋外の場合の野縁間隔

・ A種   ・ B種   ・ C種   ・ D種   ・ E種

※ 19型     ・ 
※ 25型     ・ 

屋内
屋外

※ 引張試験    ・ 

・ 引抜き耐力の確認試験を行う

※ HL仕上げ    ・ 鏡面仕上げ
・ 表面仕上げ

・ 仕上げ吹付厚さ

ホルムアルデヒドの放散量
※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆(15.7.2)

吹付け

ロックウール3

15

官

事

工

左

※ 杉又はヒノキ 40×30

※ 杉又はヒノキ 21×15

材料による区分

ロックウール保温筒のホルムアルデヒドの発散量

・ 硬質塩化ビニル管（ｶﾗｰ）

・ 雪止め瓦を使用する
・ 瓦桟木の材種・寸法

・ 高耐候性特殊樹脂

・ 鋼管製といの防露

・ 棟補強用芯材

大  き  さ

・ 
※ 鋼板製

種  類 産    地

軒先面戸板

・ 使用しない

役物の種類

※ 使用する

棟の工法

※ 80

※ 0.4
  (mm)

・ 

※ 0.8
緊 結 方 法 厚さ  (mm)

（心木なし）

材種及び形状
・ ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板

屋根葺形式 厚さ

山のピッチ
※ 250

  (mm)山の高さ   (mm)

※ アスファルトルー
下  葺

   フィング940

備  考

け

 ( ・ 防水形)

・ 複層塗材E

・ 複層塗材RE

   骨材仕上塗材

・ 吹付用軽量

材

材
塗

上
仕量

材

骨

軽

複

仕
層

材

塗

上
塗

・ 砂壁状 ・※

付
け

吹

・ ゆず肌状

・ 凸部処理
・ 凹凸模様

・

色

・

ロ 吹

｜

ラ け
｜ 付

・ 既製目地材を使用する

呼  び  名

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

・ 内装薄塗材E

・ 外装薄塗材E

形状(                                   )

仕上塗材仕上げ2

(15.5.2)

付

種類

薄

上

仕

(15.2.2)

モルタル塗り1

仕  上  形  状

・ 砂壁状ジュラク

・ 着色骨材砂壁状
・ 砂壁状 ・

吹

※

工法

付

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

・ 弾性ウレタ ン塗床材(JIS k5970)

ホルムアルデヒドの発散量

仕上げ

種別

種別    ・ A種    ・ B種    ・ C種    ・ D種

※ 平滑仕上げ    ・ 防滑仕上げ    ・ つや消し仕上げ

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

・ エポキシ樹脂塗床材(JIS k5970)

ホルムアルデヒドの発散量

ホルムアルデヒドの発散量

仕上げ

種 別

※ A種
・ B種

・ ニードルパンチカーペット

・ タ イルカーペット

・ 450×450
・ 300×300

・ タ フテッドカーペット

・ 視覚障害者用床タ イル

・ 帯電防止ビニル床タ イル

・ バーチカル形   グラスタ イプ

耐震性能    ※ 1/200    ・ 1/100

耐震性能    ※ 1/200    ・ 1/100

目地の補修程度で済むこと。

目地の補修程度で済むこと。

耐風圧性能    ・ 200    ・ 240    ※ 280

留め材は 9章6節の シーリングによる

・ 熱線反射ガラスの映像調整を行う

・ 耐風圧性能    ・ 50    ・ 75    ・ 100    ・ 125

 上記層間変形時に、部材の脱落や主要部材にひずみの残留が残らず、

 上記層間変形時に、部材の脱落や主要部材にひずみの残留が残らず、
2ン PCカーテン
ウォール

｜

事

工
ル

ォ

ウ

(17.1.3)

(16.13.4)

(16.13.2)

ガラス留め材

ウォール
メタルカーテン

カ

テ
｜

17 1

13

(17.1.3)

・ 防火認定2種防火

(19.6.2)(表19.6.1)

畳 敷 き7

フローリング張り6

～(表19.4.7)

(表19.4.4)

※ 手動式    ・ 上部電動式(手動併用)

・ 耐風圧性能    ・ 50    ・ 65    ・ 80

・ チェーン式

※ バランス式
開閉形式

・ 電動式

・ インタ ーロッキング形    ・ オーバーラッピング形

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

・ 50    ・ 80    ・ 120

・ インタ ーロッキング形    ・ オーバーラッピング形

・ スライディングドア    ・ スイングドア    ・ 

※ マットスイッチ    ・ 光線スイッチ    ・ 

※ 上部電動式（手動併用）    ・ 上部手動式

建物内部に使用する 木製建具の表面材及び接着剤の ホルムアルデヒドの

（JIS A4705による強さの区分）

・ A種    ※ B種    ・C種

※ 監督員と協議の上システムを決定する
※ 製作する    ・ 製作しない

(表16.11.1)

軽量シャッター

(16.12.3)

(16.12.2)

オーバーヘッド

(表16.10.1)

・ メタ リック

・

・ 行う
・ 行わない

ドア
12

・ 艶なし
11

※ スチールタ イプ

・ アルミニウムタ イプ

セクション材料

・ ファイバー

スラットの形状(16.11.4)

開閉機能による種類

スラットの形状

・ 耐風圧性能

(16.11.2)

木製建具

自動ドア開閉

(16.6.2)(表16.6.1)

建具用金物

(表16.8.3)

重量シャッター

(16.8.2)(表16.8.1)

(表16.8.2)

(16.10.2)

上  塗  り  材
装置

9

10

7

8

開閉装置の性能値

センサの種類

開閉機能による種類

建具材の含水率

マスターキー

発散量

(16.7.4)

ガイドレール
※ 溶融亜鉛メッキ鋼板

・ ハイリフト形
・ ローヘッド形

・ スタ ンダート形
収納形式

・ ステンレス

合成樹脂塗床5

(表19.4.3)

(表19.3.2)

カーペット敷き
事

工

4

(表19.3.1)

(19.3.3)

(19.2.2)

張り

ビニル床タイル

特殊機能床材

2

装

3

(19.2.2)

・ モザイクパーケット

・ 複合1種フローリング
・ 複合2種フローリング

・ 複合3種フローリング

・ 複合フローリング

・ 樹脂モルタ ル仕上げ( ・ 平滑   ・ 防滑)
・ 厚膜流し展べ仕上げ( ・ 平滑   ・ 防滑)

・ フローリングブロック
・ フローリングボード
・ 単層フローリング

・ 防滑仕上げ

・ 薄膜流し展べ仕上げ

・ 4～6mm

※ 6.5
総厚さ、サイズ

※ 500角

総厚さ

・ カットパイル

※ ルーフパイル
・ カットパイル

・ 柄物

・ 柄物

・ 柄物

※ 無地

※ 無地

・ 

 （ピールアップ形）

※ 全面接着

・ グリッパー
※ 接着剤

※ 全面接着

パイル長・総厚さ

・ 5～7mm

・ ホモジニアスビニル床タ イル

・ コンポジションビニル床タ イル
・ コンポジションビニル床タ イル

    寸法 (mm)    ・           長さ (mm)    ・

※ ルーフパイル

パ イ ル 形 状

    寸法 (mm)    ※ 300×300
    材質            ※ ビニル床タ イル

色 柄

※ 無地

寸 法 種  類

・ グリッパー

工  法

・ 
※ 2.0

軟質
半硬質

  (mm)厚さ

・ 250型    ・ 300型    ・ 350型

・ 塩化ビニル (受枠 ステンレス SUS304)

・ アルミニウム合金製    ・ 塩化ビニル製

・ ステンレス SUS304 (受枠 ステンレス SUS304)
・ 硬質アルミニウム合金 (受枠 硬質アルミニウム合金)

樹種

系防腐剤(以下、「ユリア樹脂等」という。)を用いた接着剤のホルムアル

表面処理用木材保存(防腐・防蟻)剤は、クロルピリホス等を含有しない

非ピリン系の薬剤とし、監督員の承諾するものとする。

ホルムアルデヒド水溶液を用いた建具用でん粉系接着剤、ユリア樹脂、

ラワン材等を使用する場合は、「広葉樹製材の日本農林規格」による

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

ホルムアルデヒドの放散量

ホルムアルデヒドの放散量

保存処理K1の防虫処理を行う。
5

6

防虫処理

接着剤

3

4

集成材等
(12.2.3)

(12.2.2)

防腐・防蟻処理

2

合板

(12.2.1)(表12.2.3)

及びその他の

床張り用合板

木

工

事

(12.2.1)(表12.2.2)

(12.2.1)(表12.2.1)

(12.2.1)

12 1 木材

(12.1.4)

材面品質
※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂又はホルムアルデヒド

品  名適用箇所 強度等級曲げ性能 樹種名 接着性能

・ 造作材の品質    ※ A種    ・ B種

・ 代用樹種を適用する

施  工  箇  所

・ 含水率    ※ A種    ・ B種
・ 構造材及び下地材の品質
※ 標準仕様書による    ・

樹    種

材    種 表面処理の種別9 手すり及び
※ 表14.2.2の種別(      種)

12

11天井見切縁

点検口 取付箇所

・

材種

・ 天井

(14.8.3)

くつふきマット10

タラップ 鋼

材種

ステンレス

材  種
・ アルミニウム製
・

寸  法
・ 450角

・ スパンドレル形    ・ パネル形

・ B-1    ・ B-2

・ メーカー仕様
※ 表14.2.2の種別(      種)

※ HL程度

※ 表14.2.1の種別(  -  種)

隅角部及び突当りの役物

材    種8 手すり及び

(14.8.2)

タラップ

・

鋼

アルミニウム

ステンレス

(14.6.3)

アルミニウム製

(表14.7.1)

(14.7.2)

7
笠木

部材の種類

形    状

表面処理

表面処理

表面処理の種別

・ 有り       ・ 無し
・ B-1種    ・ A-1種    ・

・ A種    ※ B種    ・ C種
・ 見え掛り部分の表面仕上げ

・ アルミニウム   ・ ステンレス   ・ 鋼(14.6.2)

金属成形板張り6

材    種

施工箇所

塗 料

種類
SOP

・ B種

・ A種

・ C種

種 別

・ 錆止め塗料の種別    ・ A種    ・ B種

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの発散量
※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

※ NC    ・ NF

・ A-4

※ A-4

※ A-3

・ 40メッシュ

※ ステンレス(SUS304)  線径 1.5mm   ピッチ 15mm

※ 合成樹脂   ・ガラス繊維入り合成樹脂

・ 16メッシュ    ・ 18メッシュ

※ C-1種    ・ C-2種

・ ステンレス(SUS316)

※ 可動式     ・ 固定式

※ B-1種    ・ B-2種

・ 外部に面する建具の耐風圧

※ 普通曲げ      ・ 角出し曲げ
※ HL           ・

※ SUS304    ・ 

施 工 箇 所

鋼製軽量建具

鋼製建具

(表16.2.1)

ステンレス製建具

形  式
・ 額縁タ イプ

5

6

防鳥網事 3

4

ステンレス鋼板
表面仕上げ

・ 簡易気密型 ドアセット

曲げ加工

(16.4.2)

(16.5.5)

(16.5.4)

材質及び網目

・ 簡易気密型 ドアセット

・

(16.3.2)

(表16.2.1)

(表14.2.1)

(表14.2.1)施 工 箇 所 具

工
網戸2

建

表面処理
内部に面する建具

網の材質

表面処理

形式

網目

(16.2.3)

・ B種

・ C種

・ A種
(16.2.2)

・

S-5

S-6

S-4
(2000pa)

(2400pa)

(2800pa)

・ S-4    ・ S-5    ・ S-6

※ A-3    ・気密性

※ A-3    ・
※ W-1    ・水密性

気密性

張り
ビニル床シート19 1

内
・ (19.2.2)

塗材塗り
マスチック

事
3

(表18.18.1)

(18.18.2)

・

・ W-5

※ W-5

※ W-4

※ 70

※ 70
(mm)

・ 100

・ 100

装

工

(18.3.2)

施工一般2

塗

EP

～(18.17.2)

(18.2.2)

気 密 性

アルミニウム製

建具

16 1 外部に面する建具

種 別 耐風圧性 施工箇所水 密 性 枠見込み

材料
18
1

仕 上 材 塗 り

・ アクリル樹脂エナメル2回塗り

  (mm)

・ 艶有合成樹脂エマルジョンペイント2回塗り

・ 色柄

※ 無地
種 類

・ 2.0

※ 2.5
厚さ

・ 

色柄

・ 行う
・ 行わない・ 行わない

・ 行う

・ 行う
凸部処理

・ 行わない

継 目

・ 突付け
※ 溶接

階段壁

施工箇所

金物B種

B種

種別 種  類
下 地 の

・ 鉄鋼面

・ ボード面

錆止め塗料塗

・ B種(見え隠れ)

・ A種(見え掛り)

・ B種
・ A種

・ C種
しらえ

素地ご

・ 150

   ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板(ｶﾗｰ)

(EV部)

土台

管柱,間柱,胴縁,タ ルキ,窓台
巾木,額縁,廻縁,見切

桧1等

杉1等
桧上小

・ 構造用集成材躯体木工事仕様書による。

　　フッ素ｶﾗｰ

DP B種

B種 ・ RC面

・ A種
・ B種

木部見掛 ・ 木部

EP-G

・難燃塗装（木部）モーエンアクア　不燃NM-0700
　　　　　　　　ファイヤーディレーF4　不燃NM-1493同等品

・ 柔道用化学タ タ ミ

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ ・ 木部 ｻﾝﾀﾞｰ掛け
3回塗

2回塗

関文化交流センター改修工事

１０９４ ５ ６ ７ ８０ １ ２ ３

特  記 作成日付

P1203M

設計番号 工事名称

訂正

特記仕様書3（建築）

総括責任者

図面番号

図面種別担当者

NSＡ
図面名称

縮尺 管理建築士

愛知県知事登録（い－２０）第７０５号

ＵＲＡＮＯ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ　＆　ＥＮＧＩＮＥＥＲＳ

浦 野 設 計
一級建築士事務所

株式会社
浦 野 三 男

１１３８８号

１級建築士

03
１級建築士

第142316号

岡部　六弥

天井下地

階段、廊下、便所

階段

階段

階段

階段

階段壁

・ B種

・ A種

・ 鉄鋼面階段柱



施 工 箇 所

組立て方式

表面材の材質及び仕上

表面材の材質及び仕上げ

扉小口の材質

材  種

   化粧吸音板
・ ケイ酸カルシ

・ ロックウール

・ 化粧せっこう

・ せっこうボード

材  種

・ グラスウール成形板

・ 防火軒天ボード

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

ホルムアルデヒドの発散量

特定フロンを含まないもの

・ 吸音用グラスウールボード

合板類、MDF 及び パーティクルボードの ホルムアルデヒドの発散量

施 工 箇 所

   ヒドの発散量

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

上記保温材は、特定フロンを含まないものとする。

※ 品質  JIS A6921 による

断熱材のホルムアルデヒドの発散量
※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

※ 壁紙施工用でん粉系接着剤、ユリア樹脂を用いた接着剤のホルムアルデ

ロックウール、グラスウール、ユリア樹脂 又は メラミン樹脂を使用した

品質の欄に記載した商品名は、品質の程度を示すための参考商品名である。

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

・ スタ ッド式    ・ パネル式     ・ スタッドパネル式 

・ 密閉形       ・ 開放形     ・ 床置き形 

及

仕上

トイレブース

(20.2.5)

4 表面仕上

幅木

移動間仕切

(20.2.4)

他

工

事 3

仕上

材質

操作方法
走行方向

可動間仕切

(20.2.3)

2
び

そ

の

仕切り方

材質

ユ

ッ

ニ

ト

(20.2.2)

フリーアクセス1

フロア

20

12接着材

(19.9.2)

11断熱材

施工箇所

9 吸音材張り

(19.8.2)

(19.7.2)事

10壁紙張り

工

   ウム板

(19.7.2)

及び合板張り

内

装

   ボード

せっこうボード、
その他のボード

19 8

引渡しの日から    ※ 1年    ・工 3 新植樹木のドア 形  式    ・ 引分け              ・ 片引き

寸法(                         )

備  考

合板類、MDF、パーティクルボード、接着材 及び 塗料の ホルムアル

メインバーピッチ適 用 荷 重材  質 用  途

その他の材料

・ メラニン樹脂      ・ アクリル樹脂塗装焼付塗装

   ・ ステンレス製         ・ アルミ製
・ 有り(            製)    ・ 無し(            製支柱)

・ ポリエステル樹脂系化粧板
・ メラニン樹脂系化粧板

※ 平行方向移動式    ・ 二方向移動式
※ 手動式            ・ 電動式

・ アクリル樹脂塗装焼付塗装

・ 鋼板(厚さ      )

・ メラニン樹脂
・ 鋼板(厚さ         )    ・

事

3 コンクリート設計基準強度
※ 18 (Ｎ/ｍ㎡) (Ｎ/ｍ㎡)・

排水管及び施工

側塊

排水桝

コンロ台

吊戸棚

流し台
ステンレス

水切り棚

収納・収納家具

床 仕 上 材

※ タ イルカーペット

・ (       )mm

・ (       )mm

※ タ イルカーペット

・ ビニル床タ イル

・ ビニル床タ イル

・ 6.5mm

・ 6.5mm

(N)

耐荷重性能 高さ

(mm)

排

・ 帯電防止 水

2

工

備   考

・ 帯電防止

121

発泡

現場硬質ウレタン

フォーム保温材

・ 

材  種
グラスウール
材  種 厚さ  (mm)

・ 50

・ 100

14

A9526

JIS

※ なし

・ あり

難燃性

 (難燃3級)

16

15

品  質防火性能

13

12

管の種類

・ 側塊(JIS A5372)

形状(                        )

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

・ グレーチング

硬質塩化ビニル管継手

(21.2.1)

・ 硬質塩化ビニル管

排水管用材料

(表21.2.1)

(21.2.1) 材  種

50

※ 接着剤    ・ ゴム輪    ・

呼び径
100VＵ

折りたたみ幅(mm)    ・ 約 230    ・ 約 120

・ 900    ・ 1200 　 ・1050

・ 900    ・ 1200 

・ 900    ・ 1200 　 ・1050

・ 600    ・ 750 

長さ

・ ステンレス製    ・ 

デヒドの発散量

長さ

長さ

長さ

備  考

・ ネットフェンス  高さ(mm)    ・ 900   ・ 1200   ・

※ ステンレス製(鎖共)

テーパー付き    ・ ロープ式    ・ ハンドル式

・ 埋込式    ・ ベース式
・ 5    ・ 6    ・ 7    ・

・ 格子フェンス    高さ(mm)    ・ 600   ・ 900    ・ 1200

※ 上下式鎖内蔵式

事

工 3 車止めさく

・ スプリング付
※ 標準品

形  式 材  質

・ 

旗竿124

外

2
構
フェンス

事
4

(23.3.4)

(23.3.6)

移植樹木の
枯損処理

枯補償

材  種 ・ アルミニウム製

網材種    ・ ビニル被覆鉄線    ・

形  式

脚  部
高さ(m)

引渡しの日から    ※ 1年    ・

・ 

 柱径 (mm)
※ φ76.3

(mm)

・

・ 

 高さ

スラットの成形幅

取 付 方 法
・ ステンレス枠

・ ステンレス SUS304製  ビニルタイヤ入り(両端フラットエンド付き)

黒板 及び

表示

ブラインド

ホワイトボード

アコーディオン

ロールスクリーン

カーテンレール

8厚 さ種  別 工  法

(タ テ,ヨコ共@300程度)

ガラスクロス19メッシュ張り

化粧ボタン止め

防 火 性 能材  料

ビニル壁紙 不燃

・ 2号32K
・ 

・ 25
・

品  質
10

11

(小口共)

9

※ 9.5(不燃)

※ 9.5(準不燃)
・ 9.5(準不燃)

・ 10    ・ 12
・ 12

※ 12.5(不燃)

※ 12.5(不燃)
・ 9.5(準不燃)

・ 立体模様
※ タ イプ2 0.8FK ・ 6

・ 木目模様

・ トラバーチン模様

・ 普通

天
井

※ 9
・ 

7

6

開閉方法形  式 スラット

・ 角形            ・ C形            ・ D形
・ シングル        ・ ダブル

・ ステンレス製    ・ アルミニウム製

操作方法 (                         )

表面材    ・ ビニルレザー張り    ・ 

※ 10-90        ・

※ アルミニウム合金

※ アルミニウム合金

強さ区分

断面形状

材種

形状
(20.2.14)

※ 横形ブラインド

・ 縦形ブラインド

材質    ・

(20.2.12)

(20.2.13)

・

・
※ ギヤ式
・ コード式 ・ 

※ 25

・ 80
・ 100

幅      ・ 約35mm    ・  

・ アクリル

・ アクリル

・ ホワイトボードの種類

※ 緑        ・ グレー
・ 線入り    ・ 暗線方眼入り

工法    ※ 接着工法      ・ 埋込工法

※ 焼付け    ・

区  分

・ 案内板

・ 室名札(20.2.10)

材  質

黒板の色
・ 黒板の種類

(20.2.8)

・ 線入り      ・ 暗線方眼入り

   印刷

   印刷

印刷等の種類

・ シルクスクリーン

・ シルクスクリーン・ 5mm

・ 5mm

厚 さ

   平付

※ ホーロー    ・

階段滑り止め

・ 9.5(準不燃)

種  別

壁

備考厚さ  (mm) 5

・ (20.2.6)

・ クラッシャラン            ・ 再生クラッシャラン

・ コンクリート製    ・ 

・ クラッシャラン            ・ 再生クラッシャラン

※ 加熱アスファルト混合物    ・ 再生加熱アスファルト混合物

寸法 ・ 300×300      ・ 3(mm) 視覚障害者用

123

裁

植

2

(23.2.2)

(表23.2.3)

(23.2.2)

植込み用土

植裁基盤

4

誘導ブロック

砂利敷き

・ 樹木             ※ A種    ・ 

・ 現場発生の良質土    ・ 客土

・ 芝及び地被類     ※ B種    ・ 

植裁基盤整備工法

・ A種    ※ B種

・ A種    ・ B種

※ A種    ・ B種

材種

・

・ 建物周囲
・ 通路部

工 アスファルト舗装

事 (22.3.3)(表22.3.3)

(22.4.2)(表22.4.1)

(22.3.2)(表22.3.1)

装

舗

2

(表22.3.3)

(22.4.4)

(22.3.3)

透水性

(22.4.2)(表22.4.1)

車道部 ・ A-5-15-15

 ※ 行う    ・ 行わない

・ A-3-10-5

アスファルト混合物等の摘出試験
試験

歩道部
路盤材料

表層 及び 基層の種類

※ A-3-10

路盤材料

歩道部

舗装厚

122

(22.3.2)(表22.3.1)

アスファルト舗装

※ A-5-15

舗装厚

車道部

天井裏

  （ﾊﾟﾙﾌﾟ・ｶﾞﾗｽ繊維混入ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板） 有孔板
平板

壁、天井 中級

床下地
ユニットフロア1-2

外壁
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２．角　型　鋼　管　柱

１．Ｈ　型　鋼　柱

D≧100

４．鉄　骨　詳　細

D
1
5
E
2

１．大　梁

５．梁　貫　通　補　強

大梁

１．小　梁

※スタッドボルトは、ア－クスタッド溶接を完全に行うこと。

・補強プレ－トの厚みは、ウェブ材の２/３以上とする。

・Ｄ≦Ｈ/３とし、これを超える場合は、設計図又は係員の指示による。

・補強プレ－トはウェブの両面に設け全周すみ肉溶接する。

３．山形ラ－メン等

７．小　梁　・　片　持　梁

６．デッキプレ－ト部分詳細・頭付スタッドボルト

G=6mm R=2mm r=45°

2
0

　　　は当該規格品の仕様による。

ボルト

使用場所使用場所

鋼材

２．使　用　材　料

※注　認定規格品柱脚を使用の場合

25mm ≧ T ≧ 12mm

G=7mm R=2mm r=35°

T

S

12mm以上の場合は、

設けること。

サイズは設計図による。

上図のように開先を

エンドタブ

T

To

r

R

To ≧ T

T

S

G

S

T

R

G

r

T
o

１．突　合　溶　接

ST

S

T
o

２．す　み　肉　溶　接

３．溶　接　規　準

9

1211

87

9

6

8

7

107

5

6

54

5

R

4S

T 4.5

３．ス　カ　ラ　ッ　プ

４．裏　ア　テ　金

・裏アテ金を用いない場合は、裏ハツリを行い溶接すること。

・角形鋼管のＲ部分にも裏アテ金を用いること。

・裏アテ金は、厚さ9mm以上とし、幅25mmとする。

R=35mm

T≧6mm（6mmは角形鋼管のみ）

To ≧ T

５．エ　ン　ド　タ　ブ

D

20

による。 20

　　ゲ－ジタブを使用してよい。

１．特　記　事　項

８．錆止は、JIS K 5621、5625（２回塗り）とする。

５．立会検査は、「現寸検査」　「仮付検査」　「製品検査」を行う。

２．材料はすべてＪＩＳ規格品及び相当品を使用する。

１０．上記以外は
建設大臣官房官庁営繕部監修「建築工事共通仕様書」

　　係員の承認を得て自主検査とすることができる。

　　検査は、原則として、第３者検査会社による。但し、４階以下、かつ、３０００㎡以下の建物は、

３．加工工場は、建設大臣認定工場とし、（　　　）グレ－ド以上の工場とする。

７．エンドタブは、原則としてスチ－ル製とするが、係員の承認を得た場合は、フラックスタブ又は、

９．非破壊検査は、超音波探傷とし突き合わせ溶接部の１０％を検査、報告書を提出する。

６．ハイテンションボルトは、トルシア形高力ボルト（ＴＣボルト、ＳＳボルト等）を用いること。

４．加工工場は、製作に先立ち、工作図及び製作要領書を作製し承認を得ること。

　　超える建物に用いる場合には、設計図に必要事項を書き加えること。

１．本標準図は、５階建程度以下の小規模鉄骨造を対象に作成したものであるから、本標準図の範囲を

鉄骨構造標準図

D＜100
ねじ３山以上

D

≧Ｌo

≧2D/3

(3)直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは細いほうの鉄筋の公称直径による。

４．棒鋼ブレ－スは、原則としてＪＩＳ規格とする。規格以外の場合もねじ部分は鍛造ねじとする。

２．ＡＬＣ床、折板、ル－フデッキ等の大梁取付は、かさ上材としてC-100･50･20･2.3を使用。

６０

４０

40ｄまたは

重ね継手の長Ｌ

基礎・擁壁

21以上

強度の範囲（Ｎ/mm52）

コンクリ－トの設計基準

柱・はり・床スラブ・耐力壁

35ｄまたは

定着長さＬo

裏当て

建方用ボルト

柱溶接後切断

設計図書による

SD295

鉄筋の種類

土に接する部分

定着および継手の常用長さ

コンクリ－トのかぶり厚さ

※設計図によること。

10．配　筋　基　準

30ｄフックつき

≧Ｌo

≧
8
D≧
8
D

≦200

27以下

ｌo

内端

5ｄ

15ｄ

5ｄ

15ｄ

5ｄ

中央

ｌo/4ｌo/2

25ｄフックつき

ｌo/47ｌo/12

15ｄ

HD

D15

1
5

D
E
3

補強プレ－ト

２．小　梁
ワイヤ－メッシュ

片持梁

小梁PL-6

小梁

＜
1
0
0

小梁 片持梁

≧
1
0
0

6-＠150

外端

ｌo/4

15ｄ

5ｄ

ｌo/6

　　係員の承認を得て建設大臣認定品を使用することができる。

３．ＡＬＣ取付鋼材については、メ－カ－仕様による。

１．母屋、胴縁の最外端、Bolt ２本使用。

11．そ　の　他

SD345

(1)定着長さＬoには小ばりおよびスラブの下端筋は含まない。

(2)ｄは鉄筋の公称直径とする。

注）(1)末端のフックは定着および重ね継手の長さには含まない。

補強プレ－ト

補強プレ－トD15E1

スタッドボルト

50

この形状のガゼットプレ－トを

２．片　持　梁

E1

100

固練りモルタル充填

６０

２０

４０

６０

１６

４０

5
0

Ｄ

ｅ

ｅ

Ｄ

3
5
ｄ

5
0

≧250

ボルト径

≦
2
0
0

5
0

Ｄ

2
0

5
0

内ダイヤ

：突合溶接

柱フランジ同厚以上

避ける。
梁はＲ部分を

柱通し型

梁フランジ同厚以上

：すみ肉溶接　）

≦200

※アンカ－ボルトは２重ナット締めとする。

１．柱　脚（ピンの場合）

２．柱　脚（固定、その他の場合）

ｅ

９．柱　脚

８．ボルトのピッチ及びエッジ標準

（

1
5.0以上

梁通し型

20梁フランジ厚

D

1
5
0

≧
2
5
0

６０

２２

４０

SS400 プレート

中ボルト M16,M20

日本建築学会「鉄骨工事技術指針」
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C.　その他

　　　建築工事における建設副産物管理マニュアル・同解説（平成18年版）による。
　　　建築物解体工事共通仕様書（平成18年版）、

解体工事特記仕様書

３　工事内容

Ⅱ．工事概要

１　共通仕様
Ⅲ．解体工事仕様     

Ⅰ．工事名

１　工事場所

２　敷地面積

　　　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、三重県公共工事共通仕様書、

工事項目：

構　　造：

延 面 積：
建築面積： 　場合は速やかに清掃を行うこと。

※台紙貼り１部（ｶﾗｰｻｰﾋﾞｽ版）

　監督員の指示するものとする

※全景写真のほか、監督員の指示による。

　すること。
※重機搬出入時、発生材搬出時、仮設材搬出入時には交通整理のための誘導員を配置

・工事完成図書については、工事完成図書電子納品要領（営繕版）に基づき電子納品

※工事期間中、現場内入場者、近隣居住者および周辺建物に危害を与えぬよう注意す
　ること。万一、紛争が生じた場合は、請負者が誠意をもって解決すること。

※重機搬出入、産業廃棄物搬出経路については、事前に施工計画書を提出し監督員の

※工事施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督員に通報するとともに事故発生

※施工計画書、仮設計画書、工事写真、工事日報、マニフェスト(E票)の写し､その他

　承認を得ること。また、工事現場から搬出入する土砂により工事用進入路を汚した

・工事写真は三重県ＣＡＬＳ電子納品マニュアル、デジタル写真管理情報基準（案）

　報告書（三重県公共工事共通仕様書第13号様式）を監督員に速やかに提出すること。
　また、事故発生後の措置について監督員と協議を行うとともに、当該事故に係る状

※着工前：解体建物・敷地周辺・付近道路・工作物の撮影を行うこと。
※工事中：随時撮影を行うほか、監督員の指示による。
※上記すべてｶﾗｰｻｰﾋﾞｽ版で一部提出すること。

　に基づき納品すること。（提出部数　※３部　・　　部）

　すること。　　　　　　（提出部数　※３部　・　　部）

　況、聴取、調査、検証等に協力すること。

完成写真

電子納品

事故報告

提出書類

12

13

14

15

工事写真

９

10

11

特記事項

危険災害の防止

工事進入路

　　使用すること。

※施工計画書には、工事現場から産業廃棄物処理場までの運搬経路、産業廃棄物処理
　契約書の写し、産業廃棄物収集運搬業者及び産業廃棄物処理業者許可書の写し、そ

・仕様（※図示・成形鋼板H=3000・成形鋼板H=2000・その他（ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽH1800））

※「排出ガス対策型建設機械指定要領」に基づき指定された建設機械を使用すること。

※「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定」に基づき指定された建設機械を

　埋戻しに際しては、各層300㎜程度ごとに水締め、重機等にて締め固めを行なう。

　の他監督員の指示するものを添付すること。

工事期間中、敷地内へ仮設トイレを設けること。

・位置（※図示　・その他（　　　　　　　　　　　））

構内既存施設　　・利用できる（・有償　　・無償　）　※利用できない

構内既存施設　　・利用できる（・有償　　・無償　）　※利用できない

・周辺への飛散防止を行うこと。（位置及び仕様　※図示　）

・工事用進入路の養生として、鉄板(t=22)を敷き、養生を行うこと。

※解体作業時には粉塵等の飛散を防ぐため、散水養生を行うこと。

※砕石（Ｃ－４０）にて周辺地盤まで埋め戻すこと。
・再生クラッシャラン（ＲＣ－４０）にて周辺地盤まで埋め戻すこと。
・建物跡は、敷地すきとり土及び購入土（Ａ種 山砂）にて埋戻しを行い、
　再生クラッシャラン（ＲＣ－４０）にて整地を行なうこと。

飛散防止

散水養生

使用重機

４

６

５

８

９

７

仮囲い

16

１

２

工事用水３

 　・アスファルトコンクリート塊
 　・セメントコンクリート塊
   ・建設発生木材

     処理方法(  アスベスト成形板の処理  （標9・1・3） )

工事用電力

仮設鉄板敷

解体撤去後

産業廃棄物

仮設トイレ

Ｂ.　解体工事

２　特記仕様

項目

適用基準

Ａ.　一般共通事項

１

登録等
工事実績情報の

発生材の処理等３

２

利用

物税
三重県産業廃棄

交換システムの
建設副産物情報

疑義

工事時期７

５

４

６

1)　項目は、番号に○印の付いたものを適用する。
2)　特記事項は、○印の付いたものを適用する。

本建設情報総合センター（以下「JACIC」)とい　う。）が運営する工事実績情報サー
ビス(CORINS)に、「CORINS入力システム」により当該工事に係るデータ登録を行わ

その他関係法令に従い適切処理し、監督員に報告する。（ﾏﾆﾌｪｽﾄA、B2、D票を提示し、

に提出する。また､工事完了後にはJACIC（（財）日本建設情報総合センター）が運用

する法律、再生資源の利用の促進に関する法律、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、
・引渡を要しないものは、全て構外に搬出し、建設工事に係る資材の再資源化等に関

※本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、請負者が課税対象となっ

は、工事着手前に「再生資源利用計画書」及び「再生資源利用促進計画書」を監督員

する「建設副産物情報交換システム」へ実績報告を行うこと。

た場合には完成年度の翌年度の４月１日から８月３１日までの間に別に定める様式に
産業廃棄物税納付証明書を添付して当該工事の発注者に対して支払請求を行うことが

集計表（マニフェストの数量の集計）を超えて請求することはできない。
できる。　なお、この期間を超えて請求することはできない。また、産業廃棄物処理

※請負者は受注時において延べ面積が80㎡以上かつ500万円以上の解体工事について

※設計図書に明記のない場合、または、疑いを生じた場合は、監督員と協議しその指

※日曜日、祝日は休日とし、作業時間は原則として午前８時30分から午後５時までと

示を受けてから施工すること

する。

E票は、写しを提出すること。）

し、監督員の確認を受けたうえ、契約後10日以内にJACICに対し登録申請を行い、
なければならない。データ登録は、受注時に工事実績情報として「工事カルテ」を作成

　なお、工事請負代金額が2500万円以上の工事の場合は、受注時に加えて、変更及

・請負者は、下請負に付する場合は、別に定める三重県建設工事執行規則施工に関し

及び完成時においても同様に「工事カルテ」を作成し、監督員の確認を受けたうえ、
登録内容の変更時にあっては、変更があった日から10日以内に、完成時にあっては、

JACICから「工事カルテ受領書」が請負者に届いた際には、その写しを直ちに監督員

工事完成後10日以内にJACICに登録申請しなければならない。ただし､変更時と完成
時の間が10日に満たない場合は、変更時の提出を省略できる。

・請負者は受注時において工事請負代金額が500万円以上の工事について、（財）日

・請負者は、工事を施工するために締結した下請契約の請負代金額(当該下請契約が
二以上ある時は、それらの請負代金額の総額)が3,000万円以上になるとき施工体制台
帳を作成し、工事現場に備えると共に、別に定める様式により監督員に提出しなけれ

・請負者は、各下請者の施工の分担関係を表示した施工体系図を作成し、工事現場の
見やすい場所に掲げなければならない。また、請負者は、施工体系図を別に定める様

・引渡しを要するもの（              　　 　　　　　　　　）

・現場において再利用を図るもの(                　　　　)

・引渡を要するもの、再生資源の利用を図るものについては調書作成し監督員へ提出

・特別管理産業廃棄物  ※有(     波型スレート     )　・無

必要な書類に様式を定める要綱に従い、部分下請通知書を監督員に提出しなければな

・再生資材の利用を図るもの

ばならない

式により提出しなければならない。

　すること。

に提出しなければならない。

こと。

らない。

　　○印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

※産業廃棄物については、｢廃棄物の処理及び清掃の関する法律｣、｢建設工事に係る資
材の再資源化等に関する法律｣及び「三重県副産物処理基準」に基づき適正に処理する

　　特記事項に記載される内容が複数ある事項については○印の付いたものを適用し
　　※印の付いたものは適用しない。

関文化交流センター改修工事
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特  記 作成日付

P1203M

設計番号 工事名称

訂正

特記仕様書（解体）

総括責任者

図面番号

図面種別担当者

NSＡ
図面名称

縮尺 管理建築士

愛知県知事登録（い－２０）第７０５号

ＵＲＡＮＯ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ　＆　ＥＮＧＩＮＥＥＲＳ

浦 野 設 計
一級建築士事務所

株式会社
浦 野 三 男

１１３８８号

１級建築士

06
１級建築士

第142316号

岡部　六弥

建築工事

関文化交流センター改修工事

三重県亀山市関町泉ケ丘1011－1

5934.00　㎡

RC,SRC造　３階建
1257.59　㎡
1933.51　㎡

1

測定結果報告書

石綿作業主任者技能講習修了者または平成１８年３月以前の特定化学物質作業主任者の有資格者の内から

石綿作業主任者を選任し、法令に基づき、作業の方法、労働者の指導等必要な措置を行うこと。

監督員の保護具・保護衣は請負者が無償で提供すること。

※　除去工法

作業主任者

保護具・保護衣

工法

粉じん濃度 ・　（　　部）

・　封じ込め工法

※　２部

・　囲い込み工法

アスベスト含有吹付け材

解体工事共通仕様書６章「アスベスト含有建材の除去等」及び公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）　

アスベスト含有吹付け材

材　　　料　　　名

アスベスト成形板として処理を有するもの

品　　　　　　名

建築設備に使用されているアスベスト含有材の処理

品　　　　　　名

アスベスト含有分析調査

アスベスト含有吹付け材の除去を行う場合は、下記により、アスベスト粉じん濃度測定を行うこと。

測定時期

処理作業後（養生中）

（注）１

（注）２

（注）３

施工調査

アスベスト粉じん
濃度測定

処理作業中

処理作業前

適用範囲

処理を行う

アスベスト含有

及びアスベスト含有成形板の処理にあたっては、建築物

各施工箇所ごとの室面積が１０㎡以下は１点、５０㎡以下までは２点、３００㎡以下までは３点とする。

粉じん測定は、粉じん飛散抑制剤を散布した翌日とし、速報値で10f／ｌ以下であることを確認した後、

、アスベスト含有保温材等

処　理　を　行　う　範　囲

品　　　　　　名

品　　　　　　名

４方向各１点（敷地境界）

出口吹き出し風速1m／sec以下の

４方向各１点（敷地境界）

（注）２

速報値で１０f／ｌ以上検出された場合は、その原因を確認すること。

※　図示 ・

測定場所

②負圧・除じん装置の排出吹き出し口

３００㎡を超えるものは、３００㎡ごとに１測定点を追加する。

　　付近

③処理作業室外

④処理作業室内

①処理作業室外

※行わない

位置各２点

・　行う（　　）

厚さ　㎜

部　　　　　位

部　　　　　位

※　図示 ・

※　図示 ・

の仕様等

　※　図示

　※　図示

含有率 %

・

・

※　図示 ・

備考

（注）１

（注）１

（注）１

（注）３

測定点

部　　　　　位

部　　　　　位

※　図示

※　図示

・

・

建材の除去等

９章１節「アスベスト含有建材の処理工事」に基づき適切に処理すること。

シートの撤去を行うこと。

ヒル石吹付仕上

アスベストラックス

- -
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ＳＲＣ－1

多目的ホール

ＲＣ－3　

植込み

植込み

駐車場

道路
境界線

道
路
境
界
線

アプローチ

駐車場

スロープ

ピロティー

関文化交流センター改修工事

１０９４ ５ ６ ７ ８０ １ ２ ３

特  記 作成日付

P1203M

設計番号 工事名称

訂正

配置図・案内図

総括責任者

図面番号

図面種別担当者

1/300(A2) Ａ
図面名称

縮尺 管理建築士

愛知県知事登録（い－２０）第７０５号

ＵＲＡＮＯ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ　＆　ＥＮＧＩＮＥＥＲＳ

浦 野 設 計
一級建築士事務所

株式会社
浦 野 三 男

１１３８８号

１級建築士

07
１級建築士

第142316号

岡部　六弥

N

▲

▲

▼

N

関小学校

工事場所
三重県亀山市関町泉ケ丘1011－1

関中学校

関支所

関駅

1

関西本線

10

25

地蔵院入口

地蔵院 旧東海道

11

11

25

東名阪自動車道

1

25

鈴鹿川

１F

工事概要

ＲＣ造階段撤去の上、Ｓ造階段新設　　住宅用9人乗り貫通型EV新設

男女便所：　ブース、機器撤去の上、洋便ブース、機器、内部仕上新設

２F ＲＣ造階段撤去の上、Ｓ造階段新設　　住宅用9人乗り貫通型EV新設

男女便所：　ブース、機器撤去の上、洋便ブース、機器、内部仕上新設

身障者用便所：　引戸新設、内部仕上新設

３F ＲＣ造階段撤去の上、Ｓ造階段新設　　住宅用9人乗り貫通型EV新設

男女便所：　ブース、機器撤去の上、洋便ブース、機器、内部仕上新設

防火シャッター、防火戸撤去新設

1

工事範囲

インターホン新設、電気錠に改修

防火シャッター：危害防止装置 新設

屋外スロープ：手摺新設

事務室：１F電気錠の開錠スイッチ新設

屋外ピロティ：天井点検口　新設

廊下(便所前)：　手摺新設

廊下(便所前)：　手摺新設

階段室と繋がる玄関ホール、廊下の天井撤去、新設



関文化交流センター改修工事

１０９４ ５ ６ ７ ８０ １ ２ ３

特  記 作成日付

P1203M

設計番号 工事名称

訂正

仕上表

総括責任者

図面番号

図面種別担当者
NSＡ

図面名称

縮尺 管理建築士

愛知県知事登録（い－２０）第７０５号

ＵＲＡＮＯ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ　＆　ＥＮＧＩＮＥＥＲＳ

浦 野 設 計
一級建築士事務所

株式会社
浦 野 三 男

１１３８８号

１級建築士

08
１級建築士

第142316号

岡部　六弥

備　考

ＫＫＢ 無石綿ケイ酸カルシウム板

１、内部仕上材はＦ☆☆☆☆、天井内仕上材はＦ☆☆☆以上とする。

１、内部仕上材はＦ☆☆☆☆、天井内仕上材はＦ☆☆☆以上とする。

ビニル巾木

木製巾木

無機質クロス

ビニルクロス

Ｍクロス

Ｖクロス

ＷＨ

ＶＨ

石こうボード

防水石こうボード

化粧石こうボード

強化石膏ボード

化粧石こう吸音ボード

現場発泡ウレタン

フレキシブルボード（無石綿）

ビニル床シート

ビニル床タイル

ＧＢ－F

ＵＦ

ＶＳ

ＦＫＢ

ＶＴ

ＧＢ－Ｒ

ＧＢ－Ｄ

ＧＢ－Ｓ

ＧＢ－ＰＤ

不燃ＮＭ－８５７８無石綿ケイ酸カルシウム板

Ｍクロス（下地不燃）

Ｖクロス（下地準不燃）

岩綿吸音板

グラスウール

ロックウール

化粧シート（金属板）

化粧シート（不燃ボード）

強化石膏ボードァ21+21

化粧石こう吸音ボード

準不燃ＱＭ－９５０５

耐火FP060NP－0007

不燃ＮＭ－００８５

不燃ＮＭ－０８７９

不燃ＮＭ－０１３１

不燃ＮＭ－８５９９

不燃ＮＭ－９８９２

不燃ＮＭ－８６００

不燃ＮＭ－６５０５

化粧石こうボードァ９．５

石こうボードァ９．５

防水石こうボードァ１２．５

石こうボードァ１２．５

普通硬質石こうボードァ９．５

準不燃ＱＭ－９８２８

準不燃ＱＭ－９８２６

準不燃ＱＭ－９８２４

不燃ＮＭ－８６１９

不燃ＮＭ－８１９６

天井高天　井腰　・　壁巾木床備　考天　井 天井高腰　・　壁巾木床
廻縁

1860

2450

2450

１、特記なき限り木部はＵＣ塗りとする。

一般事項

１、図中Ｃ・Ｍとあるは特記なき限りレベリングァ10とする。

１、Ｃ打放し部は内外共打増しァ２０とする。（特記以外）

１、クロス下地ボードはＶカットジョイント処理とする。

１、ステンレスは特記なき限りＳＵＳ３０４、ＨＬ仕上とする。

１、塗装下地ボードはテーパーボードジョイント処理とする。

１、特記なき限り天井廻り縁は硬質プラスチック製(目透かしタイプ)とする。

モルタル

木軸組

軽量鉄骨壁・天井

コンクリートブロック

ステンレス　ＳＵＳ３０４（ヘアライン）

岩綿吸音板DR

Ｍ

Ｌ

Ｗ

ＣＢ

ＳＵＳ

ＦＣ

ＢＢ

ＳＯＰ

ＥＰ－Ｇ

ＵＣ

ＣＬ

２－ＵＥ

コンクリートＣ

仕上凡例

ＥＰ

床：鉄筋コンクリート造

柱：鉄筋コンクリート造

梁：鉄筋コンクリート造

外壁：鉄筋コンクリート造

屋根：鉄筋コンクリート造

ふっ素樹脂保護塗装

ブラインドボックス

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り

２液形ポリウレタンエナメル塗り

クリヤーラッカー

ポリウレタン樹脂ワニス塗り

合成樹脂調合ペイント塗り

主要構造部

耐火構造、防火認定

合成樹脂エマルションペイント塗り

階段室

階段室

男子便所

女子便所

倉庫

１
Ｆ M

-50

-50
M

磁器質タイル貼

M

M

±0

-150
C土間　直均仕上げ

クッションフロア　Ｍ下地共

撤

M

75

Ｈ

撤撤

Ｃ

Ｃ Cブロックあらわし

Ｍ金コテ EP-G

アスベストラックス ァ6.0L

L

C打放しL

ＮＳトワレ（東リ） 　同等以上

ホスピリューム（東リ）　同等以上

ＶＳ－Ｂ

ＶＳ－Ａ

Ｍ

Ｍ

仕上材程度一覧表

新 新

60

不燃化粧板ァ3.0

C,CB 既設 磁器質タイル貼の上、

Ｌ

Ｌ

下地制限ＢＢ

M
±0

新

Ｈ

60新 Ｃ

下地

トップコート塗替

下地

L

廻縁

2700

ＢＢ 制限

室　名

改修前
一般ＦＬからの

改修後
内装 一般ＦＬからの 内装

撤 ：　撤去範囲

：　既設残し範囲

：　新設範囲

：　既設残し範囲

新

既設 磁器質タイル貼の上、

新 新

既存ビニル床シートＶＳ

セラールァ3.0（アイカ工業）不燃化粧板

VH

同等以上

新

Ｆ
２

男子便所

女子便所

身障者用便所

３
Ｆ

女子便所

男子便所

階段室

±0

-30
磁器質タイル貼

磁器質タイル貼

M 磁器質タイル貼

磁器質タイル貼

既存残し

既存残し

-80

-80

Cブロックあらわし

磁器質タイル貼

磁器質タイル貼 アスベストラックス ァ6.0

撤

撤

C

撤

撤

既存残し

撤C

撤

アスベストラックス ァ6.0

アスベストラックス ァ6.0

-80

-80

M
-50

-50
M

磁器質タイル貼

磁器質タイル貼

磁器質タイル貼

磁器質タイル貼磁器質タイル貼

磁器質タイル貼

M

M 既存残し

既存残し

L

L

撤

撤

2450

2450

アスベストラックス ァ6.0

アスベストラックス ァ6.0

磁器質タイル貼M
-50

-50
M

-80

-80
磁器質タイル貼

LM磁器質タイル貼 磁器質タイル貼

磁器質タイル貼磁器質タイル貼 M

既存残し

既存残し

L

2450

2450

撤

撤

-30 ±0
クッションフロア 撤 VH 75

VS-B(下地レベリング)

床立上げ
-50-80

撤 M VP 既存残し

不燃化粧板ァ3.0

既設 磁器質タイル貼の上、60 C,CB

新VS-B(下地レベリング)

既設 磁器質タイル貼の上、 2450

2450

既設 磁器質タイル貼の上、 C,CB60 既設 磁器質タイル貼の上、 ＬＭ

VS-B(下地レベリング) 新

新

新

VS-B(下地レベリング)

既設 磁器質タイル貼の上、
-80 -50

Ｍ 既設 磁器質タイル貼の上、床立上げ

新

60 C,CB新 Ｌ

新

2450

2450

床立上げ

床立上げ既存残し

既存残し

既存残し

既存残し

VS-B(下地レベリング) 新 床立上げ 新 60 C,CB 既設 M下地VPの上、

新

Ｌ 2450

-80 -50

既設 磁器質タイル貼の上、

VS-B(下地レベリング)

VS-B(下地レベリング)

既設 磁器質タイル貼の上、
-50-80

-50-80

Ｍ

Ｍ 既設 磁器質タイル貼の上、

既設 磁器質タイル貼の上、床立上げ

床立上げ

新

新

新 C,CB60

新 60 C,CB

新

Ｌ

新

Ｌ

2450

2450

既存残し

既存残し

VS-A 新 GB-R ァ12.5+DR ァ9.0 新

クッションフロア　Ｍ下地共
-30 ±0

M

磁器質タイル貼

Ｍ金コテ EP-G

撤撤

75 Ｃ 既存残し

C

L 撤

撤

クッションフロア　Ｍ下地共
-30 ±0

M

磁器質タイル貼

Ｍ金コテ EP-G

撤撤

75 Ｃ 既存残し

C

GB-R ァ12.5+DR ァ9.0
±0

VS-AM トップコート新 VH 新 Ｃ60 新 L 2700新

GB-R ァ12.5+DR ァ9.0
±0

VS-AM トップコート新 VH 新 Ｃ60 新 L 2700新

GB-R ァ12.5+DR ァ9.0 新

GB-R ァ12.5+DR ァ9.0 新

GB-R ァ12.5+DR ァ9.0 新

GB-R ァ12.5+DR ァ9.0 新

GB-R ァ12.5+DR ァ9.0 新

GB-R ァ12.5+DR ァ9.0 新

GB-R ァ12.5+DR ァ9.0 新

撤

撤

L

C

既存残し

DP 耐候性塗料

UL工法 三洋ＵＬ壁工法Ｆタイプ （三洋工業）

（ＥＶシャフト壁）

EV新設、手摺

EV新設、手摺

EV新設、手摺

ベビーシート、手摺、面台

※便所側廊下に手摺新設

※便所側廊下に手摺新設

トイレブース、手摺、面台

トイレブース、手摺、面台

トイレブース、手摺、面台

トイレブース、手摺、面台

トイレブース、手摺、面台

トイレブース、手摺、面台

準

準

準

準

準

準

準

準

準

準



機械室

消火ポンプ盤

プロパン庫

消火ポンプ

消火水槽　８ｔ
キューピクル

ヤンマー発電機

１０

4
8
0
0
3
0
0
0

4
8
0
0

3
0
0
0

4
5
0
0
3
3
0
0

1500
3500
1000

25005300
1400

32003200

4600 3900

1
5
0
0
7
8
0
0

7
8
0
0

3200 2900

1000

1500

1500

2
8
0
0 1
0
0
0
1
5
0
0
2
5
0
0

1
5
6
0
0

1
5
0
0

2
8
0
0

2
8
0
0

3
8
0
0
4
0
0
0

7
8
0
0

7
8
0
0

7
8
0
0

7
8
0
0

51900

2850023400
600045004500450045004500780078007800

1
8
0
0

1
5
0
0

3
1
2
0
0

7
8
0
0

7
8
0
0

7
8
0
0

7
8
0
0

600045004500450045004500780078007800

上る

上る

上る

坪庭ピロティー

冷暖房機械室

シャワー室

更衣室

倉庫

階段室

女子便所洗面

洗面男子便所 玄関
ホール

更衣室

シャワー室 控室（2）

ステージ

控室（1）

スロープ

書庫
パッケージ室

多目的ホール

Ｅ

Ｃ

Ｄ

９８７５ ６４３２１

Ｂ

Ｄ

Ｅ

Ｃ

Ａ

N

ブース、機器撤去

▲

▼

建具撤去

関文化交流センター改修工事

１０９４ ５ ６ ７ ８０ １ ２ ３

特  記 作成日付

P1203M

設計番号 工事名称

訂正

１階平面図

総括責任者

図面番号

図面種別担当者

1/300(A2) Ａ
図面名称

縮尺 管理建築士

愛知県知事登録（い－２０）第７０５号

ＵＲＡＮＯ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ　＆　ＥＮＧＩＮＥＥＲＳ

浦 野 設 計
一級建築士事務所

株式会社
浦 野 三 男

１１３８８号

１級建築士

09
１級建築士

第142316号

岡部　六弥

改修前

改修後

機械室

消火ポンプ盤

プロパン庫

消火ポンプ

消火水槽８ｔ
キューピクル ヤンマー発電機

１０

4
8
0
0
3
0
0
0

4
8
0
0

3
0
0
0

4
5
0
0
3
3
0
0

1500
3500
1000

25005300
1400

32003200

4600 3900

1
5
0
0
7
8
0
0

7
8
0
0

3200 2900

1000

1500

1500

2
8
0
0 1
0
0
0
1
5
0
0
2
5
0
0

1
5
6
0
0

1
5
0
0

2
8
0
0

2
8
0
0

3
8
0
0
4
0
0
0

7
8
0
0

7
8
0
0

7
8
0
0

7
8
0
0

51900

2850023400
600045004500450045004500780078007800

1
8
0
0

1
5
0
0

3
1
2
0
0

7
8
0
0

7
8
0
0

7
8
0
0

7
8
0
0

600045004500450045004500780078007800

上る

上る

ピロティー

冷暖房機械室

シャワー室

更衣室

女子便所

洗
面

洗
面男子便所

玄関 ホール

更衣室

シャワー室 控室（2）

ステージ

控室（1）

スロープ

書庫
パッケージ室

多目的ホール

Ｅ

Ｃ

Ｄ

９８７５ ６４３２１

Ｂ

Ｄ

Ｅ

Ｃ

Ａ

Ｓ造階段新設
住宅用9人乗り貫通型EV新設

洋便ブース、機器、

▲

▼

建具新設

内部仕上新設

▲

仮設養生

ＲＣ造階段、土間床撤去

インターホン新設

電気錠新設

土間床　一部撤去

20
WD

20
WD

21B
SD

21A
SD

22
SD

屋外手摺　新設

●屋外用ブラケット
アルミニウム押出形材
アルマイト処理　9μ
トップコート　7μ

●笠木：半硬質樹脂二層成形
 （光触媒・抗菌剤入り）

●笠木受：アルミニウム押出形材　
●エンドキャップ：硬質樹脂

エンドキャップ

エンドキャップ

笠木φ34

笠木φ34

笠木φ34

笠木φ34

屋外手摺詳細図　S＝1：10

電気工事に伴い、
天井点検口450ｘ450　
３箇所新設

階段室

女子便所

男子便所

３

玄関

▲

▼

階段室

天井伏図

天井：GB-R ァ12.5
DR ァ9.0

天井点検口450角 新設

天井点検口
450角 新設

(下地LGS共)新設

天井:GB-R ァ12.5
DR ァ9.0
新設



相談室②相談室①

１０

78007800

3260

3200

1
5
0
0

2
5
0
0

2
8
0
0
7
8
0
0

7
8
0
0
2
8
0
0

1
5
6
0
0

45004500 45004500
25003200 1400
7800 4500 6000

1
0
0
0

2
8
0
0
3
8
0
0

1500

7
8
0
0

1000

45004500 4500

1
5
0
0

4500
39001000 2900

7
8
0
0

4500 6000

28500

3500

7
8
0
0
4
0
0
0

1
5
0
0

7
8
0
0

1
5
0
0

1500 7800

7
8
0
0

7
8
0
0 3
3
0
0

1500

1
8
0
0

7800

7
8
0
0

7
8
0
0
3
1
2
0
0

7800

23400

51900

3200

3200

上る

防火扉
感知器連動

上る

下り

下り

男子便所洗面

女子便所洗面

廊下

非常出入り口

湯沸し室

身障者

和室17.5帖
老人対話室

花壇
屋外階段

花壇

老人憩い室

料理教室

下足室
多目的ホール上部

控室上部

ステージ上部

控室上部

屋根

スロープ

アプロ－チ

玄関

風除室

映写室

事務室

ロビー兼展示室

バルコニー
Ｅ

Ｄ

Ｃ

９８７６５４３

Ｅ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

２１

用便所

Ｃ

ＲＣ造階段撤去

ブース、機器撤去

内部仕上　一部撤去

▲

△

N

関文化交流センター改修工事

１０９４ ５ ６ ７ ８０ １ ２ ３

特  記 作成日付

P1203M

設計番号 工事名称

訂正

２階平面図

総括責任者

図面番号

図面種別担当者

1/300(A2) Ａ
図面名称

縮尺 管理建築士

愛知県知事登録（い－２０）第７０５号

ＵＲＡＮＯ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ　＆　ＥＮＧＩＮＥＥＲＳ

浦 野 設 計
一級建築士事務所

株式会社
浦 野 三 男

１１３８８号

１級建築士

10
１級建築士

第142316号

岡部　六弥

改修前

改修後

相談室②相談室①

１０

78007800
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0
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5
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0

2
8
0
0
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0
0
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6
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25003200 1400
7800 4500 6000
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0
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1500 7
8
0
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1000

45004500 4500
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5
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4500
39001000 2900
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8
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0

4500 6000

28500

3500
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0
0
4
0
0
0

1
5
0
0

7
8
0
0

1
5
0
0

1500 7800

7
8
0
0

7
8
0
0 3
3
0
0

1500

1
8
0
0

7800

7
8
0
0

7
8
0
0
3
1
2
0
0

7800

23400

51900

3200

3200

上る

下り

下り

男子便所洗面

女子便所洗面

廊下

非常出入り口

湯沸し室

身障者

和室17.5帖
老人対話室

花壇
屋外階段

花壇

老人憩い室

料理教室

下足室
多目的ホール上部

控室上部

ステージ上部

控室上部

屋根

スロープ

アプロ－チ

玄関

風除室

映写室

事務室

ロビー兼展示室

バルコニー
Ｅ

Ｄ

Ｃ

９８７６５４３

Ｅ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

２１

用便所

Ｃ

Ｓ造階段新設
住宅用9人乗り貫通型EV新設

洋便ブース、機器、
内部仕上新設

引戸新設
内部仕上新設

▲

△

DW

１F電気錠の開錠スイッチ新設

20
WD

20
WD

屋外手摺　新設

2B
SSH

2A
SSH

2B
SSH

2A
SSH

防火シャッター：危害防止装置 新設

階段室

階段室

廊下手摺　新設
エンドキャップ

●屋内用ブラケット

アルミニウム押出形材
アルマイト処理　6μ

●笠木：半硬質樹脂二層成形
 （光触媒・抗菌剤入り）

●笠木受：アルミニウム押出形材

●エンドキャップ：硬質樹脂

アルマイト処理　9μ

廊下手摺詳細図　S＝1：10



１０

900
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900
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2500
4500

3200 1400

7800 4500

1000

45004500 45007800 4500 4500

3500

28500
6000

6000

7
8
0
0

7800

7
8
0
0

7
8
0
0

7800

3
1
2
0
0
7
8
0
0

3200

51900

23400
7800

7800

3200

防火扉
感知器連動

下り

下りる

バルコニー

防火戸

防火シャッター
感知器連動

広縁

廊下

会議室

屋根

女子便所洗面

男子便所洗面

湯沸し室

和室10帖和室8帖

水屋踏込み

研修室（1）

準備室

研修室（2）

吹抜け

作業室

図書室

Ｅ

Ｄ

Ｃ

９８７６５４３

Ｄ

Ｅ

２１

Ｂ

Ａ

Ｃ

ＲＣ造階段撤去

ブース、機器撤去

防火シャッター、
防火戸撤去

N

関文化交流センター改修工事

１０９４ ５ ６ ７ ８０ １ ２ ３

特  記 作成日付

P1203M

設計番号 工事名称

訂正

３階平面図

総括責任者

図面番号

図面種別担当者

1/300(A2) Ａ
図面名称

縮尺 管理建築士

愛知県知事登録（い－２０）第７０５号

ＵＲＡＮＯ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ　＆　ＥＮＧＩＮＥＥＲＳ

浦 野 設 計
一級建築士事務所

株式会社
浦 野 三 男

１１３８８号

１級建築士

11
１級建築士

第142316号

岡部　六弥

改修前

改修後

１０

900

9
0
0

900

9
0
0

1
8
0
0

3
0
2
5

2000

3
5
0

2
8
0
0

1
5
0
0

7
8
0
0

7
8
0
0

7
8
0
0

1500

1
5
6
0
0

7
8
0
0

2
8
0
0

45004500 4500
2500
4500

3200 1400

7800 4500

1000

45004500 45007800 4500 4500

3500

28500
6000

6000

7
8
0
0

7800

7
8
0
0

7
8
0
0

7800

3
1
2
0
0
7
8
0
0

3200

51900

23400
7800

7800

3200

下りる

バルコニー

広縁

廊下

会議室

屋根

女子便所洗面

男子便所洗面

湯沸し室

和室10帖和室8帖

水屋踏込み

研修室（1）

準備室

研修室（2）

吹抜け

作業室

図書室

Ｅ

Ｄ

Ｃ

９８７６５４３

Ｄ

Ｅ

２１

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｓ造階段新設
住宅用9人乗り貫通型EV新設

洋便ブース、機器、
内部仕上新設

防火戸新設

仮設養生

3
SSH

7
8
0
0

女子便所洗面

吹抜け

３

Ｄ

２

Ｃ

7
8
0
0

女子便所

吹抜け

３

Ｄ

２

Ｃ
階段室

階段室

天井：GB-R ァ12.5
DR ァ9.0(下地LGS共)新設

天井：GB-R ァ9.0
ヒル石吹付　撤去

廊下手摺　新設

天井伏図



10

1500

1
8
0
0

9
0
0

900
1000
900

5
0
0

2
1
0
0

5850

2
1
0
0

10006000

7
8
0
0

7
8
0
0

1
5
6
0
0

7
8
0
0

45004500 4500 4500

600045004500 4500 4500

7
8
0
0

7800 7800

7
8
0
0

7
8
0
0

7
8
0
0

7
8
0
0

7800

7800 7800
23400

7800

3
1
2
0
0

7
8
0
0

7
8
0
0

51900

28500
4500

4500

屋上

屋上

排気、吸気筒

3階廊下上部

3階図書室上部

Ｅ

Ｄ

Ｃ

９８７６５

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

４３２１

Ａ

N

関文化交流センター改修工事

１０９４ ５ ６ ７ ８０ １ ２ ３

特  記 作成日付

P1203M

設計番号 工事名称

訂正

屋上階平面図

総括責任者

図面番号

図面種別担当者

1/300(A2) Ａ
図面名称

縮尺 管理建築士

愛知県知事登録（い－２０）第７０５号

ＵＲＡＮＯ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ　＆　ＥＮＧＩＮＥＥＲＳ

浦 野 設 計
一級建築士事務所

株式会社
浦 野 三 男

１１３８８号

１級建築士

12
１級建築士

第142316号

岡部　六弥

改修前

改修後

10

1500

1
8
0
0

9
0
0

900
1000
900

5
0
0

2
1
0
0

5850

2
1
0
0

10006000

7
8
0
0

7
8
0
0

1
5
6
0
0

7
8
0
0

45004500 4500 4500

600045004500 4500 4500

7
8
0
0

7800 7800

7
8
0
0

7
8
0
0

7
8
0
0

7
8
0
0

7800

7800 7800

23400

7800

3
1
2
0
0

7
8
0
0

7
8
0
0

51900

28500
4500

4500

屋上

屋上

排気、吸気筒

3階廊下上部

3階図書室上部

Ｅ

Ｄ

Ｃ

９８７６５

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

４３２１

Ａ



１階 平面詳細図

床
：既
存
残
し
範
囲

D

B

FG5

C

B

４ ５ ６ ７ ８０ １ ２ ３

特  記

ピロティ

建具：アコーディオン
カーテン 撤去

床
：既
存
残
し
範
囲

洗面

F
G
2
4

ピロティ

縁石：テラゾーブロック90ｘ90　撤去

框：テラゾーブロック180ｘ100　撤去

坪庭

倉庫

階段室

男子便所

3

FG8

1FL ±0

A

1

2

3

4

5

6

UP

１０９

ピロティ

面台：テラゾーブロックァ20撤去

床：土間Ｃァ150撤去

手摺：撤去

床：土間Ｃァ150撤去

階段：クッションフロア貼
ＲＣァ200撤去

-150

２階 身障者用便所
平面詳細図

床：クッションフロア撤去

壁：CB撤去

玄関

廊下

2

2G5

▲

P1203M

設計番号

廊下

床：磁器質タイル,
土間Ｃァ120撤去

小便器 撤去

建具：防火シャッター
(感知器連動)
(改修)

床：クリンカータイル,
土間Ｃァ150撤去

床：クリンカータイル撤去

2
G
2
0

階段：クッションフロア貼
ＲＣァ200撤去

建具：SD撤去、新設

女子便所
洗面

2

TB-1 撤去

床：磁器質タイル,土間Cァ120撤去

和便器 撤去

和便器 撤去

掃除流し 撤去

建具：SD撤去、新設

廊下

建具：防火シャッター
(感知器連動)

建具：防火戸

壁：CB撤去

廊下

建具：防火シャッター(感知器連動)

男子便所

関文化交流センター改修工事

面台：テラゾーブロックァ20撤去

木製トイレブース(H=2,000) 撤去

CブロックH=1,200

木製トイレブース(H=2,000) 撤去

(床：磁器質タイル残し)

洗面
女子便所

洗面

２階 平面詳細図

2
B
1

2G8

2FL ±0

-150

UP

DW

1

2

3

4

5

6

7

20

19

18

17

16

15

14

13

1211

10

作成日付 工事名称

訂正

框：テラゾーブロック150ｘ100　撤去

スロープ　撤去

床：クッションフロア貼
ＲＣァ290撤去

階段：クッションフロア貼
ＲＣァ200撤去

(改修)

廊下

23

2
G
2
4

3
G
2
0

3G8

3G5

総括責任者

１級建築士

第142316号

岡部　六弥

玄関ホール

撤去

床：御影石ァ30貼
ＲＣ床ァ120撤去

-150

腰壁：既存残し

床：御影石ァ30貼 撤去

小便器 撤去

和便器 撤去
A

23

男子便所

女子便所

図書室

階段：クッションフロア貼
ＲＣァ200撤去

床：クッションフロア貼
ＲＣァ200撤去

面台：テラゾーブロックァ20撤去

木製トイレブース(H=2,000) 撤去

CブロックH=1,200

木製トイレブース(H=2,000) 撤去

(床：磁器質タイル残し)

洗面

洗面

３階 平面詳細図

3
B
1

19

18

17

16

15

14

13

12

11

109

8

7

6

改修前　平面詳細図
図面番号

図面種別担当者

1/50(A2) Ａ
図面名称

縮尺

13

20

撤去

3

D

C

吹
抜

C

B

DW

管理建築士

愛知県知事登録（い－２０）第７０５号

ＵＲＡＮＯ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ　＆　ＥＮＧＩＮＥＥＲＳ

浦 野 設 計
一級建築士事務所

株式会社
浦 野 三 男

１１３８８号

１級建築士

玄
関
ホ
ー
ル

A

3

：新設

：既存改修(撤去)、

【凡例】

既存撤去・新設



2
G
2
4

関文化交流センター改修工事

Ｗ１：GB-R ァ12.5+12.5（ＬＧＳ） 不燃化粧板ァ3.0新設 (EV壁)

Ｗ２：GB-R ァ12.5+12.5（ＬＧＳ）　EP塗り

Ｓ01：一方枠　ＳＵＳァ１．５加工 175x25

仕上げ材凡例

：部分詳細図番号

Ｗ３：GB-F ァ21.0+21.0+21.0（ＬＧＳ） 不燃化粧板ァ3.0新設 (EV壁)
防火区画　１時間耐火

床：レベリング調整の上、VS-B

床：土間Cァ150の上、VS-B

建具：SD撤去、新設

床
：既
存
残
し
範
囲

男子便所

１階 平面詳細図

(壁付手摺)

D

C

FG5

C

B

１０９４ ５ ６ ７ ８０ １ ２ ３

特  記

DT03

-50

B

建具：LSD新設

DT04

W1

W2

1FL ±0

3 2 1

▲

洗面

玄関
F
G
2
4

FG8

1FL ±0 ▲

4

7

6

5

8

9

UP

±0±0

3

A

２階 身障者用便所
平面詳細図

LGS下地

-150

GB-R ァ12.5+9.5
不燃化粧板ァ3.0新設

W
1

W2

W2

W
2

DT05

女子便所

段差解消：M下地の上、VS-B

床
：既
存
残
し
範
囲

-50

洗面

±0

±0

廊下

▲

洗面

２階 平面詳細図

段差解消：M下地の上、VS-B

段差解消：M下地の上、VS-B

新設範囲

洗面

廊下

2

2
B
1

2G5

作成日付

P1203M

設計番号

訂正

廊下

W
1

DT08

DT08

男子便所

女子便所

DW

-50

-50

SK

男子便所

女子便所

3

2G8

工事名称

3

2

1

4

10

18

19

20UP

11 12 13 14

15

16

17

DT02

防火シャッター(感知器連動)

DT04

±0±0

±0

DT03

DT03

床
新設範囲

床
新
設
範
囲

床 DT02

W1

W1

W
1

W2

W
2

±0±02FL

DT05

危害防止装置新設

2

建具：SD撤去 A

3

壁

DT00

愛知県知事登録（い－２０）第７０５号

ＵＲＡＮＯ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ　＆　ＥＮＧＩＮＥＥＲＳ

DT05

担当者

段差解消：M下地の上、VS-B

段差解消：M下地の上、VS-B

床新設範囲

廊下

2

3
G
2
0

3G8

3G5

総括責任者

１級建築士

第142316号

岡部　六弥

廊下

玄
関
ホ
ー
ル

防火戸　新設

S01

-150

DT07

W3

(H=2,500、
扉上部 耐火壁
W3新設)

(既
設
手
摺
壁
)

男子便所

▲

３階 平面詳細図

3
B
1

男子便所

女子便所

改修後　平面詳細図
図面番号

図面種別

1/50(A2) Ａ
図面名称

縮尺

一級建築士事務所

株式会社

14

図書室

D
W

13

14

15

16

17181920

8

12

11

1097

6

DT04

DT01

洗面

洗面

±0

±0

-50

DT04

DT02

床新設範囲

DT03
(壁付手摺)

DT03

(壁付手摺)

(く
ぐ
り
戸
)

W
1

W
3

W3

W1

W2

W
2

W
3

DT02

W
2

DT06

2

A

その他

Ｔ1：小便器用手すり　Ｗ＝６００

Ｔ4：Ｌ型手すり　７００×６００×Ｄ２３０

Ｔ3：可動式はね上げ手すり　Ｌ＝７００

Ｔ2：Ｌ型手すり　７００×６００×Ｄ９０

(※部分詳細図による)

3

D

C

梁
な
し

C

B

管理建築士

浦 野 設 計 浦 野 三 男

１１３８８号

１級建築士

吹
抜

玄
関
ホ
ー
ル

DT01

-50

3

Ｍ１：面台　メラミンポストフォームァ２５

Ｍ２：面台　ＳＵＳァ１.０加工

U1：ベビーシート

Ｍ３：面台　メラミンポストフォームァ２５



壁：CB撤去

階段：クッションフロア貼

階段：クッションフロア貼

C

▼GL
▼1FL

▼2FL

▼3FL

▼梁天端

2G8

４ ５ ６ ７ ８０ １ ２ ３

特  記

C

2

19

階段裏：C打放の上、ヒル石吹付

3
4
5
6
7
8
9
10

11
12
13
14
15
16
17

1
2
3
4
5
6
7

8
9

10
11
12
13

14
15

16
17
18

18
19

Ａ 断面詳細図

１０９

倉庫

ＲＣァ200撤去

天井：GB-R ァ12.5
ヒル石吹付　撤去

壁：CB撤去

ＲＣァ200撤去

床：土間Ｃァ150撤去

手摺撤去

D

3
3
5
0
/
1
9
=
1
7
6
.3
1

1

20

20

P1203M

設計番号

図書室

廊下

D

床：クッションフロア貼
ＲＣァ200撤去

床：御影石ァ30貼
ＲＣ床ァ120撤去

床：クリンカータイル,
土間Ｃァ150撤去

2

廊下

ピロティ

Ｂ 断面詳細図

関文化交流センター改修工事

床：土間Ｃァ150撤去

手摺撤去

3
B
1

2
B
1

作成日付 工事名称

訂正

2

倉庫

廊下

廊下 PS

ピロティ

ヒル石吹付　撤去
天井：GB-R ァ9.0

階段：クッションフロア貼
ＲＣァ200撤去

階段：クッションフロア貼
ＲＣァ200撤去

手摺撤去

3
R
G
2
4
'

R
G
1
1

総括責任者

１級建築士

第142316号

岡部　六弥

ピロティ

吹抜
玄関ホール

玄関ホール

3

1
10

框：テラゾーブロック180ｘ100　撤去

床：御影石ァ30貼
ＲＣ床ァ120撤去

床：クリンカータイル,
土間Ｃァ150撤去

3
B
1

2
B
1

Ｃ 断面詳細図

改修前　矩計図
図面番号

図面種別担当者

1/50(A2) Ａ
図面名称

縮尺

15

防火シャッター(感知器連動)
撤去

防火シャッター
既設残し（改修)

床：クッションフロア貼
ＲＣァ290撤去

天井：GB-R ァ9.0
ヒル石吹付　撤去

床：クッションフロア貼
ＲＣァ200撤去

階段：クッションフロア貼
ＲＣァ200撤去

3

R
G
2
4
'

R
G
1
1

▼GL
▼1FL

▼2FL

▼3FL

管理建築士

愛知県知事登録（い－２０）第７０５号

ＵＲＡＮＯ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ　＆　ＥＮＧＩＮＥＥＲＳ

浦 野 設 計
一級建築士事務所

株式会社
浦 野 三 男

１１３８８号

１級建築士

玄関

吹抜
玄関ホール

3

1
10

▼梁天端

改修前 凡例

：土間Ｃ、砕石撤去範囲

：仕上げ・躯体共撤去範囲

：仕上げ撤去範囲

：ＲＣカッター入れ位置

：Ｍカッター入れ位置

床：御影石ァ30貼 撤去



10

関文化交流センター改修工事

DR ァ9.0

照明器具(電気工事)

階段裏：GB-R ァ12.5、
DR ァ9.0

壁：GB-R ァ12.5+12.5

階段裏：GB-R ァ12.5、

天井：GB-R ァ12.5

既存RC壁：トップコート新設

捨てコンクリートァ50

DT01

DR ァ9.0(下地LGS共)新設

Mァ30+VS-A

天井：GB-R ァ12.5

天井：GB-R ァ12.5
DR ァ9.0(下地LGS共)

EV壁：GB-R ァ12.5+12.5

危害防止装置新設
防火シャッター：

既存RC壁：トップコート新設

既存RC壁：トップコート新設

壁：Mァ20の上、EP

既存RC壁：トップコート新設

既存RC壁：トップコート新設

C

▼GL
▼1FL

▼2FL

▼3FL

2G8

１０９４ ５ ６ ７ ８０ １ ２ ３

特  記

10

C

14

DT03

▼梁天端

DT04
(壁付手摺)

Ａ 断面詳細図

7
6
5

4

1

6
5
4
3
2

19
18
17
16
15

20

12

19
18
17

16
15
14
13

20

8
9

10

1
2
3

11

照明器具(電気工事)

天井：GB-R ァ12.5

(FG1)

(F
B
1
)(F
B
2
)

(F
B
2
)

DT04

▼
柱
芯

▼
柱
芯

▼
柱
芯

天板PLァ6.0

ピロティ

D

作成日付

P1203M

設計番号

訂正

2

廊下

廊下

図書室

廊下

D

Mァ50+VS-A

DR ァ9.0(下地LGS共)

不燃化粧板ァ3.0新設

DT02

床
新設範囲

天井：GB-R ァ12.5
DR ァ9.0(下地LGS共)

壁：GB-R ァ12.5+12.5
EP塗り　新設

(F
B
1
)

▼
柱
芯

3
B
1

Ｂ 断面詳細図

工事名称

PS

12

19
18
17
16
15
14

13

20

9
10

8

10

3
2
1

4

11

7
6

16
15
14
13
12
11

DT04

DT03

EP塗り

柱：DP塗り

床：Mァ50
+VS-A

DT01

FG1

(FB2)

FG1

▼1FL

既存RC壁：
トップコート新設

既存RC壁：
トップコート新設

▼
柱
芯

砕石ァ60

愛知県知事登録（い－２０）第７０５号

ＵＲＡＮＯ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ　＆　ＥＮＧＩＮＥＥＲＳ

EV壁：GB-R ァ12.5+12.5
不燃化粧板ァ3.0

床：Mァ50+VS-A

天井：GB-R ァ12.5
DR ァ9.0(下地LGS共)新設

天井　新設範囲

担当者

床
新設範囲

(屋
根
ス
ラ
ブ
ま
で
)

3
R
G
2
4
'

R
G
1
1

1

3
B
1

2
B
1

総括責任者

１級建築士

第142316号

岡部　六弥

2

ピロティ

吹抜
玄関ホール

廊下

ピロティ

玄関ホール

3

DT01

DR ァ9.0(下地LGS共)新設

EV壁：GB-F ァ21.0+21.0+21.0
不燃化粧板ァ3.0

床
新設範囲

DT02

DT02

防火区画　１時間耐火

天井：GB-R ァ12.5
DR ァ9.0(下地LGS共)

危害防止装置新設
防火シャッター：

天井点検口450角 新設

(既
設
手
摺
壁
)

断熱材フォームポリスチレンボードァ50
ポリエチレンフィルムァ0.15

砕石ァ60
捨てコンクリートァ50

1
10

Ｃ 断面詳細図

改修後　矩計図
図面番号

図面種別

1/50(A2) Ａ
図面名称

縮尺

一級建築士事務所

株式会社

16

天井：GB-R ァ12.5
DR ァ9.0
(下地LGS共)

巾木：VH

DT02

床
新設範囲

床
新設範囲

FG1
防水Mァ30

▼
柱
芯

▼
柱
芯

砕石ァ60
捨てコンクリートァ50

3

R
G
2
4
'

R
G
1
1

▼GL
▼1FL

▼2FL

▼3FL

管理建築士

浦 野 設 計 浦 野 三 男

１１３８８号

１級建築士

玄関

吹抜
玄関ホール

3

▼梁天端

：シーリング位置

：仕上げ新設範囲

：仕上げ・躯体共新設範囲

：土間Ｃ、砕石新設範囲

改修後 凡例

スロープ新設

DT07



関文化交流センター改修工事

W4

(新設防火戸)

▼2FL

▼3FL

４ ５０ １ ２ ３

特  記

階段室

階段室

▼3FL

C

１０９６ ７ ８

(既設手摺壁)

▼
柱
芯

▼
柱
芯

-2-

W2

W2

W5

D

-4-

W4

W3

S01

H1

▼梁天端

C

W1

D

▼
柱
芯

▼
柱
芯

H1

C

W2

既設RC壁

(新設防火戸戸袋)

H1

作成日付

P1203M

設計番号 工事名称

訂正

C

6
5
4
3
2

7
6

8
9

10

▼
柱
芯

W5

W5

W5

DT04
(壁付手摺)

(既設扉)

H1

D C

新設範囲

Ｗ１：GB-R ァ12.5+12.5（ＬＧＳ） 不燃化粧板ァ3.0新設 (EV壁)

Ｗ３：GB-F ァ21.0+21.0（ＬＧＳ） 不燃化粧板ァ3.0新設 (EV壁)

Ｗ４：GB-F ァ21.0+21.0（ＬＧＳ） EP（防火戸上部壁）

総括責任者

１級建築士

第142316号

岡部　六弥

1

床

5
4

▼
柱
芯

▼
柱
芯

▼
柱
芯

-4-

壁

Ｗ２：GB-R ァ12.5+12.5（ＬＧＳ）　EP塗り

仕上げ材凡例

DT00 ：部分詳細図番号

防火区画　１時間耐火

防火区画　１時間耐火

Ｗ５：(既設RC壁)トップコート新設

展開図1
図面番号

図面種別担当者

1/50(A2) Ａ
図面名称

縮尺

17

3

玄関ホール

▼3FL

▼2FL

D

Ｈ１：VH巾木

W4

(新設防火戸)

3D

W5

管理建築士

愛知県知事登録（い－２０）第７０５号

ＵＲＡＮＯ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ　＆　ＥＮＧＩＮＥＥＲＳ

浦 野 設 計
一級建築士事務所

株式会社
浦 野 三 男

１１３８８号

１級建築士

2

12
13

9
8

10
11

7
6

▼
柱
芯

▼
柱
芯

-3-

W5

W5

14

10

DT04
(壁付手摺)

その他 Ｓ01：一方枠　ＳＵＳァ１．５加工 175x25

H1

1

3

4 2



関文化交流センター改修工事

Ｈ２：床VS-B　立上げH60

DT09
W6：既設 磁器質タイル貼の上、不燃化粧板ァ3.0
(下地レベリング)

W7：GB-Rァ9.5+12.5  不燃化粧板ァ3.0

(2F SK)

：部分詳細図番号

４ ５０ １ ２ ３

特  記

壁

仕上げ材凡例

▼2,3FL

2F,3F　男子便所

▼2,3FL

2F,3F　女子便所

▼1FL

1F　女子便所

▼1FL

1F　男子便所

DT00

１０９６ ７ ８

巾木

3
-1-

3
-1-

-1-

-1-

DT09

-2-

その他

3
-1-

C
(2F)

3
-1-

-1- -2-

-1- -2-

T1：小便器手摺

M1、M2、M3　：　面台

T2：L字手摺

T3：跳ね上げ手摺

U1　：　ベビーシート

作成日付

P1203M

設計番号 工事名称

訂正

※手すりは、ステンレス芯　樹脂被覆　φ３４とする。

3
-3--2- (2F)

3
-3-

-3-

-3-

総括責任者

１級建築士

第142316号

岡部　六弥

C
-4- (2F)

-4-

-4-

-4-

SK

展開図2
図面番号

図面種別担当者

1/50(A2) Ａ
図面名称

縮尺

18

C
-2- (3F)

▼2FL

-1-

-3-

2F　身障者用
便所

管理建築士

愛知県知事登録（い－２０）第７０５号

ＵＲＡＮＯ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ　＆　ＥＮＧＩＮＥＥＲＳ

浦 野 設 計
一級建築士事務所

株式会社
浦 野 三 男

１１３８８号

１級建築士

C
-4- (3F)

-2-

-4-

1

3

4 2



アルミ額縁

Ｗ

◆特定防火設備　遮煙性能　煙感知器連動

スチール ァ1.6

附属金物一式

特記なき限り非常進入口の表示（一辺２０ｃｍの正三角形）は、カッティングシートに

自然排煙設備の引違い窓クレセント、片開き窓のハンドル、排煙オペレーターの

■危害防止装置　新設

附属金物一式

◆特定防火設備　遮煙性能　煙感知連動 自動閉鎖装置式

焼付塗装

引手ハンドル、ＨＬ、ハンガー金物一式

2階　身障者用便所

特記なき限り衝突防止表示の材質はステンレス鏡面、約３０φｘ３程度とし、位置は

鋼製軽量建具で簡易気密ドアの縦小口包板（クロロプレンスポンジゴムとの取合い）の

特記なき限り、外部はシリンダ－箱錠（内側サムタ－ン）とする。ただし、押板、とっ手

特記なき限り、木製建具、鋼製建具、鋼製軽量建具、重量シャッタ－の仕上げはＳＯＰとする。

特記なき限り、木製戸鋼製戸の見込みは４０．鋼製軽量戸は３６．木製障子は３３とする。

：既存改修(撤去)、既存撤去・新設：新設

７

Fァ4

附属金物一式、自閉装置

１

の場合はシリンダ－本締錠（内側サムタ－ン）とする。

特記なき限り、内部はモノロックとし形式は下表による。

建具寸法は、現場にて再調整の上、決定する。

特記なき限り、がらりは建具と同材とする。

特記なき限り、アルミニウム製建具の枠見込みは７０とする。

A:１、　B:１

FH  PD SUS握手

附属金物一式

SUS

A:　■撤去・新設

Fァ6.8

B:　電気錠新設

SUS

０ ２ ３１ ６５４

特  記

備　　考

付属金物

符号

箇所 見込・形状

額縁
水切
沓摺

硝子 仕上

姿　　図

場所

名称

９．

建具形状図による。

材質はステンレス鋼板とする。

８．

一般室及び下記以外の室

湯沸室、掃除具入など

浴室など

書庫、倉庫、物品庫など

７．

 室　　　　　　名

６．

１．

３．

４．

５．

２．

一般事項

備　　考

付属金物

符号

箇所 見込・形状

額縁
水切
沓摺

硝子 仕上

姿　　図

場所

名称

９ １０８

1
LSD

シリンダ－ 押しぼたん

空　　　錠

非常装置付
押しボタン

シリンダ－

空　　　錠 空　　　錠

空　　　錠

　室　外 　室　内

21A
SD １階玄関

21B
SD １階玄関

【凡例】

スチール製片開きドア

2階　EVシャフト背面

SOP

SOP

特記なき限りアルミサッシの額縁はアルミ製とする。

特記なき限り１階のクレセントは鍵付きとする。

特記なき限り建具金物は、ＳＵＳ製とし、ユニオンＫＫ同等品以上とする。

特記なき限り常閉防火戸については、オートヒンジ（ストッパー無し）が

特記なき限りガラリの形状はAタイプとする（開口率70％以上）。

アルミガラリ部分のうち、梁側面等ダクトの接続のない部分については

特記なき限りＳＤ、ＬＳＤの枠はＳＯＰとする。

化粧フィルムは、住友３M ファサラ同等以上とする。

排煙窓回転角度は45°以上とする。

特記なき排煙オペレーター及びハンドルは隠蔽式とする。

取付け高さは、FL+800以上、1500以下とする。

化粧シートは、住友３M ダイノックフィルム同等以上とする。

１階　階段室

◆特定防火設備　

１

A

SD
1

St ァ1.6

H  CH

附属金物一式

St ァ1.6

１８．

１６．

１７．

１５．

１４．

１０．

１１．

１２．

１３．

より位置は立面図による。

１９．

取付くものとする。

止水処理を施すこと。

２０．

２１．

２２．

SOP

22
SD

１

FH  PD SUS握手

附属金物一式

SUS

耐熱強化ガラス

SUS

■撤去・新設

C

SD
1

１

SUS

AH,CS

メラミン化粧板貼

SOP

2A
SSH

１

SUS

SUS

関文化交流センター改修工事

告示第１３６０号に定める防火

設備（防火戸）とする。

網入磨きガラス

ガラスブロック

セミエアタイト

型強化ガラス

合わせガラス

透明防火ガラス

フロ－ト板ガラス

強化ガラス(t4,5はスクール強化）

熱線吸収フロートガラス

熱線反射ガラス

網入型板ガラス

扉　60　（潜戸40）

■危害防止装置　新設

木製三方枠

アルミ製自動ドア

アルミパーティション

スライディングウオール

スチールパーティション

ふすま、戸ふすま

トイレブース

ステンレス三方枠

木製ガラリ

木製ドア

シャッター

ステンレスサッシュ

ステンレスガラリ

ステンレスドア

軽量スチールフラッシュドア

スチール製三方枠

アルミサッシュ

スチールサッシュ

スチールドア

スチールガラリ

アルミガラリ

カーテンウォール

ﾌｯｸ

ﾄﾞｱｷｬｯﾁ

訂正

P1203M

設計番号 作成日付

スチール製折戸

３階　階段前

SOP

HL

ＬＳＤ

ＳＳＷ

ＳＳＧ

ＳＳＦ

ＳＳＤ

ＷＦ

AAD

ＡＰ

SLW

ＳＰ

ＦＤ

ＴＢ

ＷＧ

ＷＤ

ＳＳ

ＷＷ

ＳＦ

木製窓

建具符号凡例

ＡＣＷ

ＡＷ

ＳＷ

ＳＧ

ＳＤ

ＡＧ

潜戸

２階　階段室

工事名称

特防

防

ＰＷ

エアタイト

線入り

ＧＢ

ＡＴ

ＳＡＴ

線＊＊

複層ガラスＩＧ

Ｌ

ＴＬF

ＦＦＬ

ＦＬ

型板ガラス

ＨＰ

ＲＰ

ＴＬ

Ｆ

符号凡例

ＦＷ

収納ボックス

2B
SSH ２階　階段室

１

総括責任者

エナメルウレタン塗装エッジ、スライドボルト

ＧＨ、戸当り、ステンレス巾木、

１F　男子便所、女子便所

トイレブース

レバーハンドル

ケースハンドル

表示付ラッチ錠

ラバトリーヒンジ

グラビティヒンジ

シリンダー本締り錠

ファイアーダンパー

シリンダー鎌錠

シリンダー箱錠

フランス落とし

ドアクローザ（ストッパー無）

オートヒンジ（ストッパー無）

ドアクローザ（ストッパー有）

３階　階段室

岡部　六弥

１級建築士

第142316号

メラミン化粧板貼

1
TB

２

パネル芯ＬＶＬ

SOP

モノロック

グレモン錠

ＬＨ

ＣＨ

Ｌ１

Ｋ 握り玉

ＧＲ

ＭＲ

ＦＤ

ＨＬ

ＥＲ

ＣＰ

電気錠

ＰＤ

Ｈ 丁番

ＦＯ

ＧＨ

ＬＴＨ

ピポットヒンジ

フロアヒンジ

ＤＣ

ＦＨ

ＡＨ

ＰＨ

ＤＣＮ

3
SSH

■撤去

１

附属金物一式

CH、くぐり戸

38

-B--A-

ドア枠形状

窓枠形状

建具廻り凡例

ＵＲＡＮＯ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ　＆　ＥＮＧＩＮＥＥＲＳ

浦 野 設 計
愛知県知事登録（い－２０）第７０５号

トイレブース

-C-

-E-

-B-

２F、３Ｆ　女子便所

1/100(A2)

建具表

２F、３Ｆ　男子便所

-F-

Ａ

19
図面番号

担当者 図面種別

図面名称

縮尺

2
TB
トイレブース

２

-D--C- -E-

木額縁

ＷＷ Ｗ

一級建築士事務所

株式会社

2
TB

２

-B--A-

ガラリ形状

-D-

沓摺形状

-A-

浦 野 三 男

１級建築士

１１３８８号

管理建築士

-D- -E-

-F-

-C-



を確認の上、遠隔操作で救出を行う「閉じ込め時遠隔救出」機能に対応可能です。）
　（「イメージセーフティー」は、有償付加仕様でかご内カメラとインターホンを使用し、エレベーターの安全
☆「エルマインド」では、有償付加仕様でかご内カメラ録画サービスの「イメージセーフティー」に対応可能です。

◎「エルマインド」では、点検の開始・終了をＱＲコードで登録されたお客様の携帯電話に、メールでお知らせ
◎「エルマインド」では従来の遠隔による監視とともに、診断および点検が可能です。
◎このエレベーターは、東芝遠隔メンテナンス「エルマインド」契約に対応しています。

※上記システム図上での携帯電話及び通信契約はご利用者所有の携帯電話及びその通信契約を指します。
※上記システム図における点線部分は、弊社との保守契約又は別途追加工事契約に基づき設置します。

（電気工事）

（電気工事）

H-125x125x6.5x9

H-125x125x6.5x9

L-65x65x6

H-125x125x6.5x9

L-65x65x6

エレベーター廻り鉄骨部材（耐火被覆ナシ）

（建築工事）
床持出し

ピット部取付

□-150x150
四方柱

防火シャッター

□-150x150
四方柱

□-150x150

防火シャッター

四方柱

４ ５０ １ ２ ３

特  記

１０９６ ７ ８

ヒフク：t25

（電気工事）ピット点検用コンセント

（A2 1/50）

昇降路平面図
（１Ｆ）

ヒフク：t25

（A2 1/50）

昇降路平面図
（３Ｆ）

ヒフク：t25

（A2 1/50）

昇降路平面図
（２Ｆ）

するなどの気配りサービスが可能です。

【エレベーター保守契約「エルマインド」について】

・ＢＧＭスピーカー用配線
・火災信号無電圧ａ接点支給

電源引込み（受電盤への接続）

　３階ＦＬ-６５０　　引出長さ　１ｍ

　３階ＦＬ－１３５０　引出長さ　２ｍ

配線引込み

・インターホン配線、電話線

・動力・照明、接地線

フェッシァプレート取付材ａ２

トロリービーム（荷重９．８ｋＮ）ｄ２

トロリービーム（荷重１９．６ｋＮ）ｄ１

レール支持柱ｂ

三方枠取付材ａ１

作成日付

P1203M

設計番号 工事名称

訂正

 適用階床（背面側）：２，３Ｆ
 適用階床（正面側）：１Ｆ

認定番号　ＣＡＳ－０５７２
遮煙のりばドア（Ｓｍｏｋｅｐｒｏｏｆ）

　２．乗場関係機器取付後の出入口周りの壁及び床仕上工事

　１．各階乗場出入口廻り（押ボタン用穴を含む）の穴明工事

　１．昇降路制御盤までの動力電源・照明電源・接地線の引込工事

　５．昇降路内機器取付用ファスナー、ビーム、柱等の設置工事

上記　荷重による柱及び梁のたわみは５ｍｍ以下となるよう選定下さい。

図面番号

図面種別

　自動火災報知機の火災代表信号をエレベーター制御盤に供給のこと。

　（無電圧a接点　回路電圧 ＤＣ２４Ｖ　接点容量 ＤＣ３０Ｖ ０．３Ａ）

・自動火災報知機の設置義務のない建物では、自動火災報知機に

・遮煙のりばドアの設置条件として建物の火災信号が必要。

　遮煙のりばドアを設置する階の火災信号をエレベーター制御盤に

　供給のこと。　※接点仕様は自動火災報知機に準じる。

 ６．外部からの影響により、昇降路内の温度が４０℃を超える場合は

照明用は±5％以内とし、動力用の電圧不平衡率を5％以内

  ４．受電電圧の変動は、受電端において動力用は±１０％以内、

　２．昇降路内法の鉛直施工誤差は、３０ｍｍ以内にて施工すること

　１．昇降路壁・床等は、機器取付けや反力等に充分な強度を有する

 7．台車などで搬出入可能な荷重は２５０ｋｇ以下（台車含む）とすること

総括責任者

１級建築士

第142316号

岡部　六弥

（建築工事）

関文化交流センター改修工事

ＮＯ．１

７．ＢＧＭスピーカー用配管・配線の引込工事

（安全率５を確保する）

７．昇降路の壁または囲いは間隙無きものとする。

６．自火報設備の発報信号用配管・配線の引込工事

エレベーター除外工事

[１] 建築関係

（昇降路外部から保守点検できる構造）

　       （昇降路制御盤から外部取付位置まで）

　３．ピットの点検用コンセント設備工事
　４．遠隔監視保守システム用配管、電話線工事

　５．昇降路内頂部の煙感知器設置工事

　６．乗場関係機器取付用鋼材の設置工事

　４．昇降路天井フック又はトロリービーム設置工事

　２．インターホン用及び監視用配管・配線工事

[２] 電気関係

　３．ピット内防水工事、及びピットが深い場合の埋戻し工事

2

１ｋＶＡ／台ピットコンセント容量

φ１９配管、電話線１Ｐ電話用配管・配線

０．９ｍｍ×５Ｐインターホン用配線

接地線最小サイズ

３０Ａ建屋側ＭＣＣＢ

１６２９３６０最大引込み距離（ｍ）

１４．０８．０５．５

２６．９Ａ最大電流

１．５ｋＶＡ１００Ｖ照明

４ｋＶＡ２００Ｖ動力電源設備容量

ＮＯ．１号機名

（１台１回線）

電源設備

Ｐｙ

Ｐｘ

６．９０ｋＮＰｙ最上階

９．８０ｋＮＰｘおもり側

３．００ｋＮＰｙ一般階

５．９０ｋＮＰｘおもり側

４．００ｋＮＰｙ最上階

５．３０ｋＮＰｘかご側

２．００ｋＮＰｙ一般階

３．９０ｋＮＰｘかご側

ＮＯ．１レール反力リスト（地震時作用荷重）

担当者

　例）煙感知器＋防火扉連動制御盤の火災信号など。

　代わるものから火災信号を供給のこと。

遮煙のりばドア設置上の注意事項

　 構造で施工すること

[３] 確認事項

 ５．電源引込み計画時は、エレベーター側と協議すること

　３．昇降路壁には、設備配管等を埋込まないこと

換気設備を設けること

とすること

・オートアナウンス（音声合成装置）
・かご操作盤点字プレート
・乗場ボタン点字プレート

・戸開放時間の延長（車いす専用ボタンを押した場合のみ）

・ミラー（リアビューミラー）

・磁石式保護マット（３面」・Ｈ１８００）

抗菌樹脂成形品（ＳＩＡＡ認証・一部鋼板製）

抗菌凸文字ボタン（ＳＩＡＡ認証）

ビニタイル（ｔ２）

ステンレス製ヘアライン仕上

ステンレス製ヘアライン仕上

デラックスＬＥＤ天井（ＤＬＸ－１Ｌ）

戸開走行保護装置
気配りアナウンス機能
行先階取消し機能
戸開放時間自動設定
反転時呼び一括キャンセル機能
いたずら呼びキャンセル機能
２Ｄ多光軸（マルチビーム）ドアセフティ
長周期地震対策
照明・換気装置自動休止機能
ローラーガイド（かご、おもり）

同時通話式インターホン

有（Ｐ波＋Ｓ波感知器（３段検知）リスタート機能付）

単相　１００Ｖ　６０Ｈｚ

三相３線　２００Ｖ　６０Ｈｚ

ＡＣ－３．７ｋＷ

２枚戸片開き（電動式）

８００ｍｍＸ２０００ｍｍ

１０５０ｍｍＸ１５２０ｍｍＸ２２５０ｍｍ

背面側（２，３Ｆ）　　２ヶ所　　　　

正面側（１Ｆ）　　１ヶ所　

乗合全自動方式

交流インバータ制御方式

６００ｋｇ　　（９人）

乗用（ＳＲ９－２Ｓ６０）兼車いす用

ＮＯ．１　　（１台）

エレベーター仕様

愛知県知事登録（い－２０）第７０５号

ＵＲＡＮＯ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ　＆　ＥＮＧＩＮＥＥＲＳ

浦 野 設 計

・専用操作盤

・手すり（丸パイプ）

・専用乗場ボタン
車いす用仕様

・戸開延長ボタン
・ＢＧＭスピーカー
・床マット

・デラックス照明特記事項

フェースプレート

ドットデジタルインジケータ

ボタン操作盤

硬質アルミ製敷居

床

化粧鋼板巾木

化粧鋼板側板

化粧鋼板幕板

化粧鋼板ドア

出入口柱

リターンパネル

ファン換気装置

天井照明

２，３階（背面）

１階（正面）フェースプレート

２，３階（背面）

１階（正面）インジケータ

２，３階（背面）

１階（正面）ボタン

ボタン

インジケータ

乗場

２，３階（背面）

１階（正面）敷居

２，３階（背面）

１階（正面）遮煙

２，３階（背面）

１階（正面）ドア

２，３階（背面）

１階（正面）三方枠

基本仕様

かご内連絡装置

09Ａ耐震クラス

有停電時自動着床装置

有ピット浸水

無自家発

有火災

地震管制運転

照明

動力電源

電動機出力

ドア方式

出入口寸法（ＷｘＨ）

かご内法（ＷｘＤｘＨ）

停止ヶ所・出入口方向

操作方式

制御方式

６０ｍ／ｍｉｎ速度

積載量（定員）

用途（形式）

号機名（台数）

ＥＶ 詳細図１

1/50(A2) Ａ
図面名称

縮尺

一級建築士事務所

株式会社

20

（ＦＡ）

樹脂成形品

樹脂成形品

ドットデジタル

ドットデジタル

抗菌凸文字ボタン（ＳＩＡＡ認証）

抗菌凸文字ボタン（ＳＩＡＡ認証）

硬質アルミ製

硬質アルミ製

有

有

鋼板製単色塗装仕上

鋼板製単色塗装仕上

大枠・全傾斜　鋼板製単色塗装仕上

　　　２方向

管理建築士

浦 野 三 男

１１３８８号

１級建築士

大枠・全傾斜　鋼板製単色塗装仕上



Ｂ～Ｂ断面

関文化交流センター改修工事

特  記

０

ドアスイッチ（エレベーター工事）

※点検用タラップはピット内に保管

昇降路縦断面図

エレベーター廻り鉄骨部材（耐火被覆ナシ）

（エレベーター工事）

フェッシァプレート付

５５．２ｋＮＣ／Ｗ側

６８．２ｋＮかご側ピット衝撃荷重

６５．９ｋＮピット反力

ＮＯ．１

（背面側）

３ＦＬ

（背面側）

２ＦＬ

１ＦＬ

L-100x100x10敷居取付材ｃ

H-125x125x6.5x9

H-125x125x6.5x9

L-65x65x6フェッシァプレート取付材ａ２

トロリービーム（荷重９．８ｋＮ）ｄ２

トロリービーム（荷重１９．６ｋＮ）ｄ１

H-125x125x6.5x9レール支持柱ｂ

L-65x65x6三方枠取付材ａ１

１０９４ ５ ６ ７ ８１ ２ ３

W600xH600（建築工事）

ドア装置点検口（施錠装置付）

（エレベーター工事）

フェッシァプレート付

△トロリービーム下端

10
1

▽防水仕上面

煙感知器詳細

リミットスイッチ付（エレベーター工事）

屋外の場合は、防水形点検扉とすること。
とすること。
外部に引き出した状態で点検可能な構造
昇降路頂部に煙感知器を設置する場合は

1.5mm以上の鋼板製（電気工事）

施錠装置付点検扉

ＲＦＬ

３ＦＬ

２ＦＬ

（正面側）

１ＦＬ

（建築工事）

ピット内防水仕上（３０以内）

（電気工事）

ピット点検用コンセント

（建築工事）

▽ＲＦＬ

▽３ＦＬ

▽２ＦＬ

▽１ＦＬ

ＮＯ．１

▽ＧＬ

6
0
0
以
内

昇降路頂部

（電気工事）
煙感知器

作成日付

P1203M

設計番号

訂正

（A2 1/50）

（貫通穴）

床仕上面

床仕上面

（建築工事）

（A2 1/50）

出入口壁穴明図
（２Ｆ背面側）

床仕上面

工事名称

（建築工事）
床欠込み

（建築工事）

（A2 1/50）

出入口壁穴明図
（１Ｆ正面側）

▽ＲＦＬ

▽３ＦＬ

▽２ＦＬ

▽１ＦＬ

総括責任者

１級建築士

第142316号

岡部　六弥

（建築工事）
ドア点検口穴明

（建築工事）
床欠込み

Ａ～Ａ断面

床仕上面

ＥＶ 詳細図２
図面番号

図面種別担当者

1/50(A2) Ａ
図面名称

縮尺

21

乗場ドア

三方枠

（A2 1/50）

乗場正面図

（１Ｆ正面側）

床仕上面

乗場ドア

三方枠

　　（１／３０）［１／６０］乗場正面図

床仕上面

ドアスイッチ（エレベーター工事）

W600xH600（建築工事）
ドア装置点検口（施錠装置付）

　　（１／３０）［１／６０］ドア点検口正面図
（２Ｆ正面側）

床仕上面

管理建築士

愛知県知事登録（い－２０）第７０５号

ＵＲＡＮＯ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ　＆　ＥＮＧＩＮＥＥＲＳ

浦 野 設 計
一級建築士事務所

株式会社
浦 野 三 男

１１３８８号

１級建築士



愛知県知事登録（い－２０）第７０５号

ＵＲＡＮＯ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ　＆　ＥＮＧＩＮＥＥＲＳ

断面図

１０９４ ５ ６ ７ ８０ １ ２ ３

特  記

DT-01

FL

樹脂被覆手摺３４φ

T1：小便器手摺

：ガラス手摺

平面図

UL工法

関文化交流センター改修工事

作成日付

P1203M

設計番号 工事名称

訂正

部分詳細図

総括責任者

図面番号

図面種別担当者

1/10、1/20(A2) Ａ
図面名称

縮尺

一級建築士事務所

株式会社

22
１級建築士

第142316号

岡部　六弥

GB-Rァ12.5+12.5
不燃化粧板ァ3.0

耐火被覆ァ25

DT-03

手摺

（４本／１カ所）

取付プレート

アンカーボルト

ステンレス

取付部詳細図　１／５

６．５¢

化粧カバー

樹脂被覆手摺３４φ

FL

樹脂被覆手摺３４φ

M1、M2、M3　：　面台

（※　L= 平面図による）

：ステンレスHL t=1.5

M1　（小便器面台）

M2　（SK面台）

：メラミン化粧板　ポストフォーム加工(集成材)
面台幅・高さ：W150 H1420

面台幅・高さ：W150 H1100

ＬＧＳ下地

GB-Rァ9.5+12.5  不燃化粧板

面台

T2：L字手摺 T3：跳ね上げ手摺

DT-04DT-02

ササラPLァ12.0

PLァ0.6曲げ加工

壁：GB-R ァ12.5+12.5
EP塗り

▼2、3FL

M3　（身障者トイレ大便器）：メラミン化粧板　ポストフォーム加工(集成材)
面台幅・高さ：W150 H1150

U1　：　ベビーシート

DT-05：壁付手摺

エンドキャップ

34

FL

ガイドローラー
オールアンカー

カ－ムベース板

カ－ムレ－ル

エアダンパ

点検カバー

ドアパネル

40
6
15

75

1
0

2
0
3

2
0
6
4

2
0
0
0

：床見切り ：ササラカバー

ササラPLまわり取付図

姿図

(外周部)

(内周部)

●屋内用ブラケット

アルミニウム押出形材
アルマイト処理　6μ

●笠木：半硬質樹脂二層成形
 （光触媒・抗菌剤入り）

●笠木受：アルミニウム押出形材

●エンドキャップ：硬質樹脂

：EV出隅部

鉄骨柱

アルマイト処理　9μ

DT-06

２階身障者用便所　LSD断面詳細図

TOTO　YKA25 (オープン)　同等以上

DT-07 ：玄関スロープ

DT-08 ：トイレ段差解消

▼2FL

▼床レベル
玄関ホール

（スロープ面） （水平面）

床
新設範囲

DT-09 ：巾木立上

▼FL

既設 磁器質タイル貼の上、

(下地レベリング)
不燃化粧板ァ3.0

鉄骨階段　部分詳細図

管理建築士

浦 野 設 計 浦 野 三 男

１１３８８号

１級建築士

：EV出隅部 (竪穴区画)

GB-F ァ21.0+21.0+21.0
不燃化粧板ァ3.0

(防火区画　１時間耐火)

UL工法

GB-Rァ12.5+12.5
不燃化粧板ァ3.0



±0±0

B
1

DS1

アンカー筋
各2-D19
(13ｄ+40ｄ)

D

C

４０ １ ２ ３

特  記

D

C

y1

y2

y3

y4

y1

y2

y3

y4

1FL

FG8

1FL

-150

１０９５ ６ ７ ８

FG8

FG5

F
G
1

FB2

FB1

FB1

FB2

F
G
1

FS1

UP

UP

UP

G
2

G2

G2

B
1

B
1

B
1

B1

B1

B1 B
1

G
2

G
2

a部

a部

a部 a部

b部

b部

x1 x2 x3

FG5

伏図

・幅止め筋はD10@1000以下とする。

6 - D10

2-D16

□ - D10 @200

FB2

250x500

2-D16

・梁継手は「SCSS-H97　鉄骨構造標準接合部　H形鋼編」による

・特記なき限り、HTBはS10T（建物外部は溶融亜鉛メッキ高力ボルトF8T）とする。

H-200x100x5.5x8

図書室

関文化交流センター改修工事

接合なし

a部

接合なし

3G5

3G8

玄関

F
G
2
4

3
G
2
0

2G5

廊下

玄関

F
G
2
4

▲

B
1
b部

23 基礎梁伏図

１階伏図

2
B
1

2G8

3
B
1

廊下

UP

床新設範囲

床
新設範囲

床新設範囲

作成日付

P1203M

設計番号 工事名称

訂正

DW

G1

G1

G
1

G1

G1

G
1

c部

a部

a部

a部

G2

B1

B1

B1

G
2

G
2

G2

G2

b部

G
2

B
1

B
1

B
1

B
1

G2

G2 G2

b部

a部

B
1

B
1

B
1

G
2

G2

G2
G2

G2

G
2

b部

x1 x2

G2
c部

D

C

2
G
2
4

吹
抜

玄
関
ホ
ー
ル

玄
関
ホ
ー
ル

床
新設範囲

床
新
設
範
囲

総括責任者

１級建築士

第142316号

岡部　六弥

DW

DW

DW

G
1

G
1

a部

G
2

G
2

B
1

B
1

B
1

B
1

b部
b部

a部G2

a部

b部

B1

B1

B1

B1

B1

B1

B1

B1

B1

B1

B1

G
2

G
2

G2

G2

G2

G
2

3

3
G
2
0

-150

2x3 ２階伏図

３階伏図

図面番号

図面種別担当者 Ａ
図面名称

縮尺

23

G
1

x1

B x D

腹　筋

断　面

上 端 筋

下 端 筋

Ｓ.Ｔ.Ｐ

▽ GL

6 - D10

2-D19

□ - D10 @200

250x1250

2-D19

2-D19

4-D19

6 - D10

2-D16

□ - D10 @200

250x1250

2-D16

B.PL

符　号 C1

□　鉄骨柱・柱脚リスト

□-150x150x9

A.BOLT
W.N.T  180°フック

B.PL-16x200x350B.PL

断　面

STKR400材　質

4-M16 L=560

部　材

□　鉄骨大梁リスト

符　号

H-194x150x6x9G1

G2

□　プレートリスト

ササラPL-12ｘ250
床板   PL-6 (補強L-75x6@400以内)
踊場   PL-12ｘ200～300

L-75x75x6B1

位　置

符　号

□　地中大梁リスト

FG1 FB1

端 中
250FS1

１１３８８号

３’階伏図

D10@250

HTB 4-M16

HTB 6-M16

JIS G 3112

D13@200

1/50(A2) 

愛知県知事登録（い－２０）第７０５号

ＵＲＡＮＯ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ　＆　ＥＮＧＩＮＥＥＲＳ

浦 野 設 計
一級建築士事務所

株式会社

G1

G1

G
1

G
2

G
2

G2

G2

3x2 x3

下 D13@200

150 － D10@250D S 1

DS1は土間ｺﾝとし、差し筋D10@250（定着L2）とする。

材　質 継　手　部

SS400

HTB 2-M16

内 : 2PL-9x60x90

2PL-6x140x230WEB

FLG 外 : PL-9x290x90

SS400

HTB 2-M16

内 : -

2PL-6x140x170WEB

FLG 外 : PL-16x290x90

ピン G.PL-12

SNR400Bｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

ｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄　筋

鋼　材

鋼　管 STKR400

F8T

SSC400

強度区分4.6

SS400

鋼　板

Ｈ 型 鋼

軽量形鋼

普通ﾎﾞﾙﾄ

Fc=18 (S=15cm)

Fc=18 (S=15cm)

SD295A

Fc=21 (S=15cm)

下記使用材料一覧同等以上のものを使用のこと

捨てｺﾝ

土間

D10～D19

躯体

□　使用材料

SS400

(既存土間筋とフレア溶接10ｄ以上)

SS400

管理建築士

浦 野 三 男

１級建築士

D

C

HTB 4-M20

長 辺 方 向

D13@200

版　厚

上

位　置 短 辺 方 向符　号

□　スラブリスト

D13@200



Ａ

24

柱接合部

d部

▼GL
▼1FL

▼2FL

▼3FL

▼梁天端

▼2FL

▼3FL

▼梁天端

▼GL

０ １ ２

特  記

y1 y2 y3

FB2

y1通り軸組図

C1

G2

G2

４ ５ ６ ７ ８３

▼1FL

3
B
1

FG1

C

a部

a部

１０９

FG1 (F
B
1
)(F
B
2
)

(F
B
2
)

FG1

3

x1通り軸組図

C1

C1

G2

G2

G2

G2

x2 x3

G2

工事名称

C1

y4通り軸組図

x3通り軸組図

d部

C1
x1

x2通り軸組図

y4 y1 y2

FG1

y2通り軸組図

a部

a部
2G8

(F
B
1
)

3
B
1

CD

C1

G1

G1

G1

G2

G2

FG1

C1 C1

G2

G2

G2G2

x2 x3

FB2

G2

a部

a部

d部

a部

a部

(F
B
2
)

(F
B
2
)

3
B
1

2
B
1

3

C1 C1

G2

G2

G2 G2

G2G2

G2

G2

G2

G2

G2

G2

FG1

a部

a部

y3 y4 y1

P1203M

3

設計番号

(F
B
1
)

(F
B
1
)

FG1

D

FB1

C1

G2

G1 G2

G1

G1

y3通り軸組図

x3

d部 d部

作成日付

訂正

C

2G8

(F
B
2
)

R
G
2
4'

3
B
1

2
B
1

C1

G2

G2

G2

G2

G2

C1

G2

G2

x1

FG1

a部

a部

総括責任者

１級建築士

第142316号

岡部　六弥

y2 y3 y4 a部

関文化交流センター改修工事

(F
B
1
)

(F
B
1
)(F
B
2
)

3

C1 C1

G1

G2

G1

G1

G2

FG1

FB1

C1

G1

G1

G1 G2

x3

FG1

a部

a部

d部 d部

d部

D

G1

G1

ｃ部

ｂ部

ｄ部

：梁接合部

：床接合部

：梁・床接合部

：柱頂部

図面番号

図面種別担当者

愛知県知事登録（い－２０）第７０５号

ＵＲＡＮＯ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ　＆　ＥＮＧＩＮＥＥＲＳ

浦 野 設 計
軸組図

1/100(A2) 
図面名称

縮尺

一級建築士事務所

株式会社

管理建築士

浦 野 三 男

１１３８８号

１級建築士

C1 :150x150x9
(EVシャフト)



19887

5000

隣
地
境
界
線

28907

倉庫２

倉庫１
５１．２㎡

２６．１８㎡

34505

20
00

2700

450
0

45
00

70
00

31225

1620

1410 8

隣
地
境
界
線

道
路
中
心
線

道路中心線

配置図　兼　１階平面図

公道　幅　５．０ｍ

公道　幅　７．６ｍ

266
6

56
99

7600

5
0
0
0

43800

37
00

2
4
0
0
0

3
610

19
50
0

47
62
0

1
5
0
0

7
8
0
0

7
8
0
0

1
5
6
0
0

1500

1
5
0
0

1
5
0
0

7
8
0
0

234001500

1
8
0
0

3
1
2
0
0

28500

51900

住宅
隣地

フェンス、錆

植込み

植込み

駐車場

道路
境界線

道
路
境
界
線

アプローチ

駐車場

関文化交流センター改修工事

１０９４ ５ ６ ７ ８０ １ ２ ３

特  記 作成日付

P1203M

設計番号 工事名称

訂正

仮設計画図

総括責任者

図面番号

図面種別担当者

1/300(A2) Ａ
図面名称

縮尺 管理建築士

愛知県知事登録（い－２０）第７０５号

ＵＲＡＮＯ　ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ　＆　ＥＮＧＩＮＥＥＲＳ

浦 野 設 計
一級建築士事務所

株式会社
浦 野 三 男

１１３８８号

１級建築士

参考図
１級建築士

第142316号

岡部　六弥

N

機械室

消火ポンプ盤

プロパン庫

消火ポンプ

消火水槽　８ｔ
キューピクル

ヤンマー発電機

上る

上る

上る

坪庭ピロティー

冷暖房機械室

シャワー室

更衣室

倉庫

階段室

女子便所洗面

洗面男子便所 玄関
ホール

更衣室

シャワー室 控室（2）

ステージ

控室（1）

スロープ

書庫
パッケージ室

多目的ホール

▲

▼

資材搬入のため、建具撤去

21B
SD

相談室②相談室①

上る

防火扉
感知器連動

上る

下り

男子便所洗面

女子便所洗面

廊下

非常出入り口

湯沸し室

身障者

和室17.5帖
老人対話室

花壇
屋外階段

花壇

老人憩い室

料理教室

下足室
多目的ホール上部

控室上部

ステージ上部

控室上部

屋根

スロープ

アプロ－チ

玄関

風除室

映写室

事務室

ロビー兼展示室

バルコニー

用便所

▲

△

防火扉
感知器連動

下り

下りる

バルコニー

防火戸

防火シャッター
感知器連動

広縁

廊下

会議室

屋根

女子便所洗面

男子便所洗面

湯沸し室

和室10帖和室8帖

水屋踏込み

研修室（1）

準備室

研修室（2）

吹抜け

作業室

図書室

仮設養生

仮設養生

※各工事場所の施工時期・期間については

関係者と協議のうえ、決定すること

工事用仮囲い 

パネルフェンス H=1.8ｍ 仮囲い

作業範囲

凡例

ビケ足場

建地幅600   高さ10m未満 期間１ヶ月

(全面養生シート張り　巾木付)

仮間仕

カラーコーン(頭繋ぎ付)
カラーコーン

出入口：W900×H1800　各１箇所設置

３階平面図

２階平面図

シャッターゲート
W=3,000

1）

2）

誘導をおこない、利用者及び通行人に危険の及ばぬ様十分に安全

市監督員及び施設側と安全計画、防災計画について十分調整すること。

工事関係車両の出入口における車両の通行は、必ず工事関係者が

尚、これらの保守点検を日常怠りなくおこなうこと。

また、仮設計画書に基づき仮囲い、標識、看板等の施設を設置の上、

本工事の施工に先立ち仮設計画書を作成の上提出し、監理者、

3）

管理をおこなうこと。尚、工事車両の通行は保育園児の通園時間に

4）

すること。

5）

おいて原形復旧すること。

必要に応じて施設利用の支障にならないよう速やかに補修すること。

資材搬入等に伴う進入経路については、適切な養生をおこない、

解体発生材は全て場外処分とし、関係法令に従い適切に処分

本工事の施工について、既設建物に損傷を与えた場合は、受注者に

配慮し施設側と協議をおこなった上で通行時間帯を調整すること。

注意事項
6)

ついては、監理者、文化交流センター職員、と協議をおこない、

工法を採用すること。また騒音振動規制・規則に基づき関係官庁への

本工事の施工に関わる諸官庁への届・書類の提出等は工事進行に

作業日時の調整をおこなうこと。

届出・協議をおこなった上で工事を着手すること。なおこれらの作業に

特定建設作業などの作業に伴い発生する騒音・振動は、低騒音低振動

7)

また必要に応じ書類を監督員に提出すること。

支障のないよう適切な時期に受注者において手続きをおこなう。

工事期間中は文化交流センターの行事日程との調整をおこない、8)

工事日程、作業方法の調整をおこなうこと。

工事範囲はもとより、範囲外においても車両出入口、周辺道路の9)

清掃、保全をおこない、周辺住民や通行人への配慮にも注意すること。

周囲に対して安全管理をおこなうこと。

仮
囲
い

仮間仕

仮
間
仕

仮
間
仕出入口：Ｗ９００×Ｈ１８００　

ＬＧＳ６５+ＧＢ－Ｒァ９．５張り

仮設間仕切壁

１箇所設置（各階）

(設置期間：5ヶ月)

(設置期間：5ヶ月)

(設置期間：5ヶ月)

(シャッター) (シャッター)



参考資料：長寿社会対応設計マニュアル　※バリアフリー対応

知

火

災

報
2300

1800

1300

1500

床上～中心ベル

床上～中心

床上～中心

床上～中心

表示灯

発信器

受信機・副受信機

ビ

レ

テ

 200

 300

2000

床上～中心

床上～中心

床上～中心

直列ユニット(和室)

直列ユニット

機器収容箱

２ヶ所 800及び300

1800

1100

 200

 300

1300

ン

ホ

｜

タ

ン

イ

床上～中心表示灯(身障者用)

床上～中心呼出しボタン(身障者用)

床上～中心子機(身障者用)

床上～中心

床上～中心

床上～中心

壁位置ボックス(和室)

壁位置ボックス

壁付インターホン

2300

1300

2300

床上～中心

床上～中心

床上～中心

ベル・ブザー・チャイム

壁付発信器

表示器

示

表

声

拡

・

計

時

1300

2300(2500)

2300

1500（上端1900）

床上～中心アッテネータ

床上～中心

床上～中心

床上～中心

壁掛型スピーカ

子時計

壁掛型親時計

話

電

 200

 300

2000

 300

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床下～下端

壁位置ボックス（和室)

壁位置ボックス

保安器盤

端子盤

力

動

1300

1500

床上～中心

床上～中心

1500（上端1900）床上～中心

操作スイッチ

手元開閉器

壁掛型制御盤

2500床上～中心ブラケット(処理場)

 150鏡上橋～中心ブラケット(鏡上）

2100～2300床上～中心

コンセント(地下)

 500床上～中心

ブラケット(一般)

1000床上～中心

コンセント(土間)

1000床上～中心コンセント(WP)

 150床上～中心コンセント(台上)

 200床上～中心コンセント(和室)

 300(※400)

1500（上端1900）

1300(※1100)

床上～中心

床上～中心

床上～中心

コンセント(一般)

スイッチ

分電盤

灯

電

1800～2000力

電 1800～2000

床上～中心引込開閉器

地上～窓中心取込用計器

床下～下端接地端子盤

備　　考取付高さ(mm)側　点名　　称

Ⅷ．機器標準取付高さ

態を確認できるようにする。

その他監督員が指示するもの。

設置階（　　）　設計標準震度KS（　　）　地域係数（1.0）

燃料タンク等水槽類

設置階（　　）　設計標準震度KS（　　）　地域係数（1.0）

発電機類

項　　目 特　　　　　記　　　　　事　　　　　項

設置階（　　）　設計標準震度KS（　　）　地域係数（1.0）

設置階（　　）　設計標準震度KS（　　）　地域係数（1.0）

変圧器類

*機器の地震力（主要機器）

構造体（　　）類　建築非構造部材（　　）類　建築設備（　　）類

*耐震安全性の分類3．耐震基準

・養生 また、工事施工に際し既存部分を汚損、破損等した場合は機能、仕上げ共、既存にならい復旧す

工事施工に際して、工事範囲、工事範囲外に関わらず、PCB等特定管理産業廃棄物またはそれ

と疑われる機器等を発見した場合には速やかに監督員に報告するものとする。産業廃棄物

・特定管理

なお、完成書類の著作権にかかる使用権は発注者に移譲するものとする。

 分な耐震性能を確保する施工法を提案すること。

主要機器、重量機器、3Kg超過吊器具等については固定方法、吊方法等の詳細図を作成し充

・テレビアンテナの取付予定位置の電界強度を測定し、末端ユニットにおける電界強度測定結果

を監督員に提出する。また監督員が指示する場合はテレビ画面映りを写真撮影し、施工前後の状

内において、監督員が製品の確認をするものとする。（・適用する　・適用しない）

定し製作するような規格品でない製品については、試験、検査等をおこなう機器が整備された施設

　キュービクル、静止形電源設備、発電設備、監視制御装置等、発注者、受注者において仕様を決・製品確認

・通信・情報設備

立ち使用する測定機器の検査済証（写し）又は校正記録（写し）を監督員に提示すること。

 *電気設備に関する技術基準を定める省令(電気設備技術基準) ・発電設備

・ディーゼル発電設備

　工事範囲

　形式

・配管　　  　・配線　　  　・機器取付

・開放形　　　　・キュ－ビクル形

　燃料種類 ・軽油　　　　　・重油

　始動方式 ・電気式　　　　・空気式

　冷却方式 ・空気冷却式　　・ラジエター式　・水槽循環式

　タンク ・小出し槽　　　・地下貯油槽　　・屋外貯油槽　　・外面被覆

・専用　　　　　・ボイラー共用　　

　タンク容量 ・72時間運転　・10時間運転　・その他

・防災電源 ・甲類　　　　　・乙類

・静止形電源設備

・直流電源装置 ・三相3線式　　・単相2線式　　・単相3線式　　・直流2線式

(CVCF)

　工事範囲 ・配管　　  　・配線　　  　・機器取付

・交流無停電電源装置(ＵＰＳ)

　工事範囲

・UPS　　　　・簡易形UPS　・三相出力　　　・単相出力

・配管　　  　・配線　　  　・機器取付

　蓄電池 ・据置形鉛蓄電池　　　　　　　　・ベント形　　　・制御弁式

・据置形ニッケル・カドミウムアルカリ蓄電池

・シール形ニッケル・カドミウムアルカリ蓄電池

　蓄電池

・シール形ニッケル・カドミウムアルカリ蓄電池

・据置形ニッケル・カドミウムアルカリ蓄電池

・据置形鉛蓄電池　　　　　　　　・ベント形　　　・制御弁式

・小型制御弁式鉛蓄電池(簡易型UPS）

盤形式 ・屋外形　　　　・屋内形　　　　・開放形

・ＶＣＢ　　　　・ＧＣＢ

・油入　　　　　・モ－ルド

・高効率（ＪＥＭ１４７４，１４７５）

・受変電設備

　工事範囲 ・配管　　　　　・配線　　　　　・機器取付

　受電 ・高圧（6kV)・特別高圧（　　ｋV)

・低圧　　　　　・三相3線式(200V)

　　　　　　　　・単相3線式（200/100V）

　分岐 ・高圧（6kV)

・低圧　　　・三相3線式(200V) ・三相3線式(400V)

　　　　　　・三相4線式

　　　　　　・単相2線式（200V）　・単相2線式（100V）　

　　　　　　・単相3線式（200/100V）

　　　　　　・直流2線式

・主遮断器

・変圧器

・超高効率（ＪＥＭ１４８２，１４８３）

・温度計　　　　・温度計（置針付）　　　・油面計

・コンデンサ ・油入　　　　　・モ－ルド　　　　　　　・ガス入　　　　

・リアクトル ・油入　　　　　・モ－ルド

・デマンド監視 ・表示　　　　　・警報

・その他監視装置 ・絶縁監視装置　・保護継電器監視

・電流計　　　　・電流計（置針付）

・自動力率調整装置

用しがたい場合は監督員と協議する。

記述）を行うこと。

　既設設備の改修を含む場合、他の設備、施設運営に影響を来さないよう、現地工事着工前に充分・既設設備の調査

　本工事施工に伴う既設設備の軽微な加工改造は、本工事とする。・既設との取合い

必要経費も本工事に含む。

　工事に伴う関係官公署、電力会社、電気保安管理者等への諸手続きは、請負者がこれを代行し、・諸手続

ただし、作成しがたい場合は、監督員との協議による。

*その他監督員の指示する書類

　　書類、産業廃棄物処理集計表等）

*工事書類（工事写真、工事日報、打合記録、工事材料搬入報告書、安全教育・訓練に関する

*官公署手続き書類等（検査済証、着工届出書、設置届出書、電力会社届出書類等）

*製本図面(竣工図、施工図)（共にＣＡＤによる作成をおこない、ＣＡＤデータも併せて提出）

*完成図書（試験成績表、自社試験記録、機器完成図、取扱説明書、保証書、機器銘板写し等）

書類については以下のもの及び上記書類を併せ、監督員の指示に従い取りまとめ提出する。

工事が完成した時は各種の試験及び検査を受けるものとする。・完成書類

購入基本方針」に準ずることに基づく環境配慮をおこなうこと。

 また、品質が求められる水準以上であれば、県内生産品の優先使用に努め、「みえ・グリーン

これらと同等以上のものとする。

交通省大臣営繕部監修「建設材料・設備機材等品質性能評価事業」評価名簿（平成１9年版）又は

 *カタログ・製作図・その他諸資料

 *機器明細図（主要機器の耐震計算書、大空間の照度計算書、配光図を含む）

 *使用機材届出書（メーカーリスト）

  なお、これらの書類の作成に際し、施工上密接に関連する工事との納まり等について十分検討す

 *詳細施工図（施工図リストを含む）

 *施工要領書(受変電、発電設備等必要に応じて工種別施工計画書を作成する。)

示の下に入念かつ誠実に施工すること。

の誤記及び記載漏れ等に起因する問題点及び疑義については、その都度、監督員と協議すること。

 *機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、それぞれの標準仕様書を適用する。

 *その他、関連法規、関係諸基準

  「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）平成１9年版」

  「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）平成１9年版」

・低騒音型、低振動型及び排出ガス対策型の工事機械を使用しなければならない。これにより使

・工事で使用する測定機器に対しては適正に校正した器具を使用しなければならない。測定に先

Ⅲ．建物概要

 *消防関係法規（所轄署指導要領含む）

 *所轄電力供給者内規

  「建築設備耐震設計・施工指針２００５年版」

 *国土交通省国土技術政策総合研究所監修

  「電気設備工事監理指針平成１9年版」

・ダリウス・サボニウス形

・ガスタービン発電設備

　工事範囲

　形式

・配管　　  　・配線　　  　・機器取付

・開放形　　　　・キュ－ビクル形

　燃料種類

　始動方式 ・電気式　　　　・空気式

　タンク ・小出し槽　　　・地下貯油槽　　・屋外貯油槽　　・外面被覆

　タンク容量 ・72時間運転　・10時間運転　・その他

・AM　　　　　・FM　　　　　・VHF　　　　　・UHF

・地上デジタル　・CATV　　　・BS　　　　　　・CS

・ＰＦ管配線  ・金属管配線  ・ケ－ブル配線  ・その他

・配管　　  　・配線　　  　・機器取付

　受信電波

　施工範囲

　工事範囲

・テレビ共同受信設備

・ＰＦ管配線  ・金属管配線  ・ケ－ブル配線  ・その他

・配管　　  　・配線　　  　・機器取付

　施工範囲

　工事範囲

・誘導支援設備

・一般放送　  ・非常放送　形式

・ＰＦ管配線  ・金属管配線  ・ケ－ブル配線  ・その他

・配管　　  　・配線　　  　・機器取付

　施工範囲

　工事範囲

・拡声設備

・ＰＦ管配線  ・金属管配線  ・ケ－ブル配線  ・その他

・配管　　  　・配線　　  　・機器取付

　施工範囲

　工事範囲

・映像・音響設備

・電子式チャイム・プログラムタイマ

・ＰＦ管配線  ・金属管配線  ・ケ－ブル配線  ・その他

・配管　　  　・配線　　  　・機器取付

　　 施工範囲

　　 工事範囲

　 時計表示

・ＰＦ管配線  ・金属管配線  ・ケ－ブル配線  ・その他

・配管　　  　・配線　　  　・機器取付

　　 施工範囲

　　 工事範囲

　 出退表示

・発光ダイオード・プラズマ  　・液晶　　表示形式

・ＰＦ管配線  ・金属管配線  ・ケ－ブル配線  ・その他

・配管　　  　・配線　　  　・機器取付

　　施工範囲

　　工事範囲

・マルチサイン　・出退表示 　　・時計表示　　　　・その他

・ＰＦ管配線  ・金属管配線  ・ケ－ブル配線  ・その他

・配管　　  　・配線　　  　・機器取付

　マルチサイン

　装置種類

・情報表示設備

　施工範囲

　工事範囲

・構内交換設備

・ＰＦ管配線  ・金属管配線  ・ケ－ブル配線  ・その他

・配管　　  　・配線　　  　・機器取付

　施工範囲

　工事範囲

・構内情報通信網設備

・有り　　　　　・無し　系統連系

・プロペラ形　　・ダイウス形 　・サボニウス形　　風車

・風力発電設備

・発電電力　　　・日積算発電量　・積算発電量　　・日射量・発電状況表示器

・三相3線式　　・三相4線式　　・単相3線式　　・単相2線式　出力電気方式

・結晶系　　　　・アモルファス

・20°　　　　・30°　　　　・その他

・建物屋上　　　・壁面　　　　　・屋根　　　　　・窓

・10ｋW　 　・20kW  　・その他

　太陽光モジュール

　設置角度

　設置場所

　公称最大出力

・太陽光発電設備

・マイクロガスタービン

・ディーゼル　　・ガスエンジン　・ガスタービン　・燃料電池　併給元

・燃供給発電設備

設　　　　　備　　　　　概　　　　　要項　　　目

工事の円滑な進捗に支障のないよう努めること。

・配管　　　　　・配線　　　　　・機器取付

・受雷部　　　　・引下げ導線　　・接地　　　　　　・内部雷保護

・配管　　　　　・配線　　　　　・機器取付

接地システム

引下げ導線システム

システム

・配管　　　　　・配線　　　　　・機器取付

・屋根　　　　　・コンクリート　・アスファルト施工方法

工事範囲

・電熱設備

・ＰＦ管配線 ・金属管配線 ・ケ－ブル配線 ・架空配線 ・その他

・ＰＦ管配線 ・金属管配線 ・ケ－ブル配線 ・架空配線 ・その他

　分岐

　幹線

・２００V  　・４００V

・６ｋV  　　・３ｋV

　低圧

　高圧

・オートストップ・電動昇降装置

 コンセント

 電灯

・単相３線式（２００／１００Ｖ）・単相２線式（１００Ｖ）

・Ａ種　　　　　・Ｂ種　　　　　・Ｃ種　　　　　・Ｄ種・接地

・電力設備

・電灯設備

工事範囲

電気方式

施工方法

・配管　　　　　・配線　　　　　・機器取付

・ＰＦ管配線  ・金属管配線  ・ケ－ブル配線  ・その他

・電池内蔵形　　・電池別置形

・ＰＦ管配線  ・金属管配線  ・ケ－ブル配線  ・その他

工事範囲

電気方式

施工方法

・動力設備

工事範囲

・雷保護設備

受雷部システム

・引下げ導線　　・建築構造体利用

・突針　　　　　・水平導体　　　・メッシュ導体　　・金属製手すり

・Ａ型接地極　　・B型接地極

非常照明

項　　　目 設　　　　　備　　　　　概　　　　　要

 *国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

延面積（㎡） 消施令の適用建物名称

  「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）平成１9年版」

 *建築工事共通仕様書

 図面及び特記仕様書に記載のない事項については以下による。

 なお、機器及び材料等の選定にあたっては電気設備工事指定資材見積メーカー（参考）及び国土

特　　　　　記　　　　　事　　　　　項項　　目

・工事使用材料等  工事に使用する機器及び材料等については、予め、次の書類を届出ること。

 請負者は、施工に先立ち、次の書類により、監督員と打合わせをおこなうこと。・施工計画等

　他工事との取合いについては、監督員の指示に従い予め当該工事関係者間において慎重に協議し、

　設計図書に定められた内容、現場の納まり・取り合い等の不明や施工上の困難・不都合、図面上

　工事の詳細については、本設計図面及び仕様書による他、上記各施工基準に、準拠し、監督員指２．一般事項

１．施工基準

備　　考構　　造

Ⅳ．工事仕様

Ⅱ．工事場所

Ⅰ．工事名称　　

RC,SRC造　３階建

・提出書類  請負者は、別紙工事書類一覧表に掲げる書類を必要に応じて適宜、監督員に提出するものとする。

また、一覧に掲げられていない書類であっても監督員の指示により提出するものとする。工事書類

は現場等に備え大切に保管するものとする。

　なお、詳細については、特記内記載、または監督員の指示による。

項　　　目 設　　　　　備　　　　　概　　　　　要

・テレビ電波障害防除設備

　工事範囲

　施工範囲

・配管　　  　・配線　　  　・機器取付

・ＰＦ管配線  ・金属管配線  ・ケ－ブル配線  ・その他

・監視カメラ設備

　工事範囲

　施工範囲

・配管　　  　・配線　　  　・機器取付

・ＰＦ管配線  ・金属管配線  ・ケ－ブル配線  ・その他

・駐車場管制設備

　工事範囲

　施工範囲

・配管　　  　・配線　　  　・機器取付

・ＰＦ管配線  ・金属管配線  ・ケ－ブル配線  ・その他

・防犯・入退室管理設備

　工事範囲

　施工範囲

・配管　　  　・配線　　  　・機器取付

・ＰＦ管配線  ・金属管配線  ・ケ－ブル配線  ・その他

・自動火災報知設備

　工事範囲

　施工範囲

・配管　　  　・配線　　  　・機器取付

・ＰＦ管配線  ・金属管配線  ・ケ－ブル配線  ・その他

・自動閉鎖設備

　工事範囲

　施工範囲

・配管　　  　・配線　　  　・機器取付

・ＰＦ管配線  ・金属管配線  ・ケ－ブル配線  ・その他

　施工範囲

　工事範囲

・非常警報設備

・ＰＦ管配線  ・金属管配線  ・ケ－ブル配線  ・その他

・配管　　  　・配線　　  　・機器取付

・ガス漏れ火災設備

　工事範囲

　施工範囲

・配管　　  　・配線　　  　・機器取付

・ＰＦ管配線  ・金属管配線  ・ケ－ブル配線  ・その他

・中央監視制御設備

　工事範囲 ・配管　　　　　・配線　　　　　・機器取付

　施工範囲 ・ＰＦ管配線  ・金属管配線  ・ケ－ブル配線  ・その他

・屋外設備

　敷設方式 ・地中埋設方式　・架空線式

・電力引込み　　・通信引込み

・配電　　　　　・外灯　　　　　・電話

・拡声　　　　　・火災報知　　　・車庫

・完成時の操作説明 オートリフター、タイマー、総合盤、動力盤等操作の必要な機器については、使用開始前に操作

説明をする。また、必要に応じて簡易な操作説明書、操作注意事項書を作成し、機側に備えるもの

・完成確認、完成 機器の動作確認、電圧・極性・相回転等の確認が出来るよう電源を確保すること。

検査時の電源確保

・消防提出書類  消火器の設置届については、電気設備にて設置届を提出する必要がある場合は、消火器について

も併せて届出すること。ただし機械設備にて設置届を提出する必要がある場合は機械設備に含める

 防火対象物使用開始届については書類の作成（電気設備図面の用意及び電気設備に関する部分の

4．機材仕様 (1)盤類

･銘板には次の事項を追加記載する。( 施工年月 ) ( 請負業者名 )( 施工業者名 )

･盤内図面ホルダーサイズ　：　Ａ４

　ホルダー内には機器完成図、回路のわかる平面図を備えるものとする

・ハンドル　：　屋内は原則平面式　　屋外は突出式も可

･補助リレー　：　動作表示付き

･換気口　：　屋外式については防虫網、屋内式については防塵フィルター。

･盤内中扉(保護板)の開閉方式　：　蝶番開閉式( 90度回転引掛又はﾗｯﾁ式引掛 )

・操作スイッチの色　：　ＪＩＳ　Ｃ　０４４８による。

・ドアストッパー　：　伸縮式またはスライド式

・高さ900mm以上のハンドホールはタラップ付とする。

(2)ハンドホール

(3)接地極埋設標

・刻記とする。

5.施工 (1)予備線

・長さ１ｍ以上の入線しない電線管には、１．２mm以上のビニール被覆鉄線を挿入する。

・原則として新金属製とする。器具を実装しない位置ボックスには用途表示をすること。

(2)カバープレート

(3)はつり

・既設のコンクリート床、壁などの配管貫通部の穴開けは、原則としてダイヤモンドカッターに

・取外し再使用機器は、清掃、絶縁測定及び機能確認のうえ取付ける。なお施工前後で比較を行

(4)再使用機器

えるよう、工事前にも絶縁抵抗測定を行っておくこと。

・電力及び電話引込線の引留方法、位置については電力会社及び電気通信引込み会社と打合わせ

(5)電力・電話

のうえ監督員との協議により施工する。

　金属管、2種金属線ぴ、吊りボルト、支持具等鋼板製(SUS、溶融亜鉛メッキ、樹脂製は除

(6)塗装

・指定色で２回塗りとする。

く）は原則として塗装を施すこと。

ズ及び行先の表示を施す。

(7)行先表示等

・分電盤、端子盤、制御盤、プルボックス、ハンドホール内の電線ケーブル類にはケーブルサイ

・分電盤、端子盤、制御盤、コンセント内等に強電回路、弱電回路が混在する場合はセパレータ

(8)セパレータ

を取り付ける。

にある場合は保護キャップを取り付ける。

(9)保護キャップ等

・レースウェイ等のダクタークリップが、人が容易に近づける場所、高さ（おおよそ２ｍ以下）

・プルボックス等水が溜まるおそれのある場合は水抜き孔を設ける

(10)溜水対策

6.試験調整 (1)照度測定

・照度測定個所は照明器具直下、照明器具間、部屋の隅（最も暗い部分）を含みおおよそ部屋面

積を等しい面積で分割し分割交点を測定する。測定点数は部屋の大きさ、用途に従い9～50点

程度となるよう測定する。測定に際しては外光（昼光等）の影響を完全に排除しておこなう。

なお、測定高さは事務室等は床上７５ｃｍ、体育館競技部分はＦＬとする。詳細は監督員の指示

(2)電界強度測定

7.その他 (1)使用工事機械

(2)測定機器の校正記録

  ること。

とする。

自立盤類

設置階（　　）　設計標準震度KS（　　）　地域係数（1.0）

設置階（　　）　設計標準震度KS（　　）　地域係数（1.0）

設置階（　　）　設計標準震度KS（　　）　地域係数（1.0）

ものとする。

ること。

な調査おこなうこと。

よる。

による。

交流センター

Ⅴ．工事種目

電灯設備

工　事　種　目
工　　　事　　　種　　　別

動力設備

電熱設備

受変電設備

静止形電源設備

電力設備

雷保護設備

改修一式

Ⅵ．工事概要

中央監視制御設備

ガス漏れ火災設備

非常警報設備

自動閉鎖設備

自動火災報知設備

防犯・入退室管理設備

駐車場管制設備

監視カメラ設備

テレビ電波障害防御設備

テレビ共同受信設備

誘導支援設備

拡声設備

映像・音響設備

情報表示設備

構内交換設備

構内情報通信網設備

通信・情報設備

風力発電設備

熱供給発電設備

燃料電池発電設備

マイクロガスタービン発電設備

ガスタービン発電設備

電気設備工事

ロ）項目に○印の付いたものについて示す。

イ）本工事における概要を示すもので仕様を規定するものではない。

Ⅶ．設備概要

太陽光発電設備

工　　　事　　　種　　　別
工　事　種　目

屋外階段

　　　　　本工事は図示のごとく既設分電盤に開閉器を増設し以降各器具に至る配管配線及び取り付け調整の一切を行う。

　（１）電灯設備

屋外階段

又出入り口改修に伴い既設器具の撤去及び再取り付けを行なう。

　　　　　本工事は図示のごとく既設回路より分岐し各器具に至る配管配線及び取り付け調整の一切を行う。

　（１）自動閉鎖設備

普通教室棟

発電設備

ディーゼル発電設備

ガスエンジン発電設備

関文化交流センター改修工事

三重県亀山市関町泉ケ丘1011－1

1933.51　㎡ （1）ロ項

改修一式

改修一式

改修一式

改修一式

特記仕様書（電気・包含）

NS

５０ １

特記

２ ３ ４ ６ ７ ８ １０９

関文化交流センター改修工事P1203M

設計番号
訂正
作成日付 工事名称

岡部　六弥

１級建築士

第142316号

総括責任者 図面種別

図面番号

担当者

01

Ｅ
図面名称

縮尺

１級建築士

管理建築士

山本隆博

195582号URANO　ARCHITECTS　&　ENGINEERS
三重県知事登録　第１－２０１６号

浦野設計株式会社

一級建築士事務所

三重支社



Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｐ Ｂ

Ｓ

Ｐ

Ｂ

Ｓ

Ｓ

ｔ

K

ｔ

Ｐ

Ｓ

Ｎ

Ｎ

ｔ

ｔ

５０ １

特記

２ ３ ４ ６ ７ ８ １０９

関文化交流センター改修工事P1203M

設計番号
訂正
作成日付 工事名称

岡部　六弥

１級建築士

第142316号

総括責任者 図面種別

図面番号

担当者

02

Ｅ
図面名称

縮尺

１級建築士

管理建築士

山本隆博

195582号URANO　ARCHITECTS　&　ENGINEERS
三重県知事登録　第１－２０１６号

浦野設計株式会社

一級建築士事務所

三重支社
1/200(A2) 

電気設備
１階平面図（改修図）



Ａ
Ｍ
Ｐ

ｔ

Ｓ

Ｓ

ｔ

K

Ｓ Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

ＳＳ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｐ

Ｂ

ＮＣ

1/200(A2) 

電気設備
２階平面図（改修図）

５０ １

特記

２ ３ ４ ６ ７ ８ １０９

関文化交流センター改修工事P1203M

設計番号
訂正
作成日付 工事名称

岡部　六弥

１級建築士

第142316号

総括責任者 図面種別

図面番号

担当者

03

Ｅ
図面名称

縮尺

１級建築士

管理建築士

山本隆博

195582号URANO　ARCHITECTS　&　ENGINEERS
三重県知事登録　第１－２０１６号

浦野設計株式会社

一級建築士事務所

三重支社



Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｐ

Ｂ

Ｓ

1/200(A2) 

電気設備
３階平面図（改修図）

５０ １

特記

２ ３ ４ ６ ７ ８ １０９

関文化交流センター改修工事P1203M

設計番号
訂正
作成日付 工事名称

岡部　六弥

１級建築士

第142316号

総括責任者 図面種別

図面番号

担当者

04

Ｅ
図面名称

縮尺

１級建築士

管理建築士

山本隆博

195582号URANO　ARCHITECTS　&　ENGINEERS
三重県知事登録　第１－２０１６号

浦野設計株式会社

一級建築士事務所

三重支社



Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｐ

Ｂ

Ｐ Ｂ

５０ １

特記

２ ３ ４ ６ ７ ８ １０９

関文化交流センター改修工事P1203M

設計番号
訂正
作成日付 工事名称

岡部　六弥

１級建築士

第142316号

総括責任者 図面種別

図面番号

担当者

05

Ｅ
図面名称

縮尺

１級建築士

管理建築士

山本隆博

195582号URANO　ARCHITECTS　&　ENGINEERS
三重県知事登録　第１－２０１６号

浦野設計株式会社

一級建築士事務所

三重支社
1/200(A2) 

電気設備
１階平面図（撤去図）



Ａ
Ｍ
Ｐ

Ｓ

Ｓ

Ｓ Ｓ

Ｓ Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｐ

Ｂ

Ｓ

５０ １

特記

２ ３ ４ ６ ７ ８ １０９

関文化交流センター改修工事P1203M

設計番号
訂正
作成日付 工事名称

岡部　六弥

１級建築士

第142316号

総括責任者 図面種別

図面番号

担当者

06

Ｅ
図面名称

縮尺

１級建築士

管理建築士

山本隆博

195582号URANO　ARCHITECTS　&　ENGINEERS
三重県知事登録　第１－２０１６号

浦野設計株式会社

一級建築士事務所

三重支社
1/200(A2) 

電気設備
２階平面図（撤去図）



Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｐ

Ｂ

Ｓ

Ｓ

1/200(A2) 

電気設備
３階・４階平面図（撤去図）

株式会社

５０ １

特記

２ ３ ４ ６ ７ ８ １０９

関文化交流センター改修工事P1203M

設計番号
訂正
作成日付 工事名称

岡部　六弥

１級建築士

第142316号

総括責任者 図面種別

図面番号

担当者

07

Ｅ
図面名称

縮尺

１級建築士

管理建築士

山本隆博

195582号URANO　ARCHITECTS　&　ENGINEERS
三重県知事登録　第１－２０１６号

浦野設計

一級建築士事務所

三重支社



Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｎ

Ｎ

５０ １

特記

２ ３ ４ ６ ７ ８ １０９

関文化交流センター改修工事P1203M

設計番号
訂正
作成日付 工事名称

岡部　六弥

１級建築士

第142316号

総括責任者 図面種別

図面番号

担当者

08

Ｅ
図面名称

縮尺

１級建築士

管理建築士

山本隆博

195582号URANO　ARCHITECTS　&　ENGINEERS
三重県知事登録　第１－２０１６号

浦野設計株式会社

一級建築士事務所

三重支社
1/50(A2) 

電気設備　平面詳細図



8. 工事細目配管種類を選択し、　□にチェックを入れること　（□⇒■等）

　(1) 配管材料部分的に配管種類を変更する場合は、図面内に明記すること。(8)災害時の安全確保

(10)三重県産業廃棄物税

(13)不当介入を受けた場合の措置

1)　受注者は暴力団員等（三重県公共工事等暴力団等排除措置要綱第2条第１項第8号）

　　による不当介入を受けた場合は、断固としてこれを拒否するとともに、不当介入があった

　　時点で速やかに警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行うこと。

2) 1)により警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行った場合

　　には、速やかに発注者に報告すること。発注者への報告は文書で行うこと。

3) 受注者は暴力団員等により不当介入を受けたことから工程に遅れが

　　生じる等の被害が生じた場合には、発注者と協議を行うこと。

　　災害及び事故が派生した場合は、人命の安全確保を優先し、二次災害の防止に努め、

　　直ちに監督員に通報するとともに、工事事故報告書を速やかに提出する。

　・発生材を処分する場合は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」及び「再生資源の

　　利用の促進に関する法律」に基づいて適正に処理する。

　　（マニュフェストＡ、Ｂ２、Ｄ票を提示し、Ｅ票は、写しを提出すること）

　・建設リサイクル法（三重県指針）に基づき再生資源の十分な利用及び廃棄物の原料

　　等を通じて、資源の有効な利用の確保及び廃棄物の適正な処理を図り、もって生活

　　環境の保全及び国民経済の健全な発展に寄与すること。

　　本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、請負者が課税対象

　　となった場合には完成年度の翌年度の４月１日から８月３１日までの間に三重県

　　産業廃棄物税支払い請求書に産業廃棄物納付証明書を添付して当該工事の

　　発注者に対して支払い請求を行うことができる。なお、この期間を超えて請求

　　することはできない。また、産業廃棄物処理集計表（マニュフェストの数量の集計）

　　を超えて請求することはできない。

　　詳細は監督員と別途協議するものとする。

(11)ISO14001への協力
　　受注者は、亀山市のISO14001に基づく環境保全活動に協力するものとする。

(12)市内企業優先使用
　　本工事に於いて、下請け契約を締結する場合には、当該契約の相手方

　　を、亀山市内に事業所（建設業法において規定する主たる営業所を含む）を

　　有する者の中から選定するよう努めること。

　　暴力団員等による不当介入（三重県公共工事等暴力団等排除措置要綱

　　第2条第1項第10号）を受けた場合の措置について

　　再生資源の利用又は建設副産物の搬出がある場合、請負者は受注時において、建設リサイクル法

　　に従い、工事着手前に「再生資源利用計画書」(建設資材を搬入する場合）及び「再生資源利用

　　促進計画書」(建設資材を搬出する場合）を施工計画書の一部として監督員に提出する。

　　また、工事完了後には「再生資源利用実施書」（建設資材を搬入する場合）及び「再生資源利用

　　促進実施書」（建設資材を搬出する場合）を作成し、監督員に提出するとともに、JACICが

　　運営する「建設副産物情報交換システム」へデータ入力を行う。

　　試験・検査等を行う機器が整備された施設内において、監督員等が製品の確認を行うものとする。

　　■適用する　　　　　　□適用しない

(16)既設との取合い・養生

(18)耐震安全性の分類

(19)機器の地震力（主要機器）

　　発注者、受注者において仕様を決定し、製作するような規格品ではない製品については、

　　本工事施工に伴う、既存設備の軽微な加工・改造は、本工事とする。

　　また、工事施工に際し、既存部分を汚損・破損等した場合は、機能・仕上げ共、既設にならい

　　設計図書に定められた工法以外で所要の品質及び性能の確保が可能な工法並びに

　　環境の保全に有効な工法の提案がある場合は、監督職員と協議する。

　　構造体（　）類　　建築非構造部材（　）類　　建築設備（　）類

　　機器名　　（　　　）　　設計標準震度Ks(       )　　地域係数　（1.0)

　　　　設置階（　　　）　　設計標準震度Ks(       )　　地域係数   (1.0)

　　水槽類　　（　　　）　　設計標準震度Ks(       )　　地域係数　（1.0)

　　　　設置階（　　　）　　設計標準震度Ks(       )　　地域係数   (1.0)

　　その他監督員が指示するもの

　　工事施工に関して、着手前・施工途中・施工後の自主検査を実施すること。

　　チェックリスト等を作成し、管理を行うこと。

　　以下の項目について、出来形管理の対象として管理を行うこと。

・耐震強度（設計標準震度・アンカー種類・アンカーサイズの確認）

2)配管・ダクト工事

・触れ止め支持間隔

4)水栓、リモコンスイッチ類の取付高さ

6. 工事種目　　給排水衛生設備工事□にチェックを入れること（□⇒■等）

7. 工事概要　　給排水衛生設備工事　（以下工事毎に内容を適応修正のこと）

(22)仮設工事　　　　　　※　建築包含発注時不要

1)仮設便所　　　□利用できる　　　■利用できない

構内既存の施設

2)工事用水　　　□利用できる　　　■利用できない

3)工事用電力　　□利用できる　　　■利用できない

　　　　電力料金は本工事に含まれる。

　　　※本工事で新規受電または既設電気回路に接続し通電した時から工事に起因する

□(11)　その他工事種目

　　　　　　　　　空調設備工事

□(7)　その他工事種目

□(1)　屋外給水設備工事　　　　　　■(2) 屋内給水設備工事

□(3)　屋外排水設備工事　　　　　　■(4) 屋内排水通気設備工事

□(7)　給湯設備工事　　　　　　　　□(8) 屋外ガス設備工事

■(5)　衛生器具設備工事　　　　　　□(6) 屋内消火栓設備工事

□(9)　屋内ガス設備工事　　　　　　□(10) 合併処理施設工事

□(1)　機器設備工事　　　　　　　　□(2) 配管設備工事

□(3)　ダクト設備工事　　　　　　　■(4) 換気設備工事

□(5)　排煙設備工事　　　　　　　　□(6) 自動制御設備工事

(1) 機器設備工事

(2) 配管設備工事

(3) ダクト設備工事

(4) 換気設備工事

(5) 自動制御設備工事

(1) 給水設備工事

(2) 屋外排水設備工事

(3) 屋内排水通気設備工事

(4) 衛生器具設備工事

(5) 屋内消火栓設備工事

(6) 給湯設備工事

(7) ガス設備工事

(8) 合併処理施設工事

空調設備工事　（以下工事内容に適応修正のこと）

　空等設備工事に於ける外気、室内の温湿度条件

　　に至る配管、桝を勾配に十分留意し敷設するものとする。

　　本工事は、汚水、雑排水を第一桝より合流方式とし、合併浄化槽（既設桝）

　　桝は公団型、現場打ちまたはプラスチック桝とする。

　　本工事は図示のごとく量水器以降を工事範囲とし、受水槽、揚水ポンプ、

　　高架水槽による重力給水方式（直圧給水）により、所要の各所に給水

　　する。直圧部の弁類は、水道局規格品JIS 10kgf/cm2 とし、高架水槽

　　以降については、JIS 5kgf / cm2 を使用する。

　　接続放流する。

　　本工事は汚水、雑排水を分流式（又は合流式）により屋外桝に

　　衛生器具を所定の位置に附属金具により堅固に取り付けるものとし、陶器の

　　色は監督員と協議の上決定する。

　　機械室（ポンプ室）に設置する消火栓ポンプユニットより各階屋内消火栓に

　　加圧送水する工事とする。

　　ガス湯沸器(又は電気温水器）による局所給湯方式（温水ボイラーによる中央

　　給湯方式）とし、図示の各所に給湯する。

　　LPG集合装置(都市ガス供給）により図示の各所に配管供給する。

　　ホースコックは、過流出防止機構（ヒューズ）付きとする。

　　本工事は図示の位置に、○○製処理能力○○ｍ3/日、放流水質BOD○○mg/L

　　○○○○○方式による合併処理浄化槽を設置し、汚水処理の上放流する。

　外気条件　　夏期　　　35.2　　　　　28.0　　　　　58.0
※室内条件

　室内条件　　夏期　　　26～28　　　　　-  　 　　　　50

　　　　 冬期　   　1.8　　　　  -1.1　      　54.3

　　　　　　　冬期　　　19～22　　　　　-　　　　　　 40

　　　　　　　　　　　　　　　乾球温度℃　　湿球温度℃　　相対湿度%

冬期、相対湿度は

ヒートポンプエアコン

使用時、検討のこと。

　　本工事は、冷温水発生器、ボイラー、冷凍機、空気調和機、ファンコイルユニット

　　の組み合わせによるセントラル方式により冷暖房をおこなうものとする。

　　各機器の据付・試運転調整を含めて機器設備工事とする。

　　各機器間の冷温水、冷却水、ドレン、油、冷媒配管をおこなう(冷温水配管は

　　リバースリターン配管として）ものとし、配管の振動及び共振に十分留意の上

　　施工する。

　　ダクトは亜鉛鉄板製とし、一次処理空調機より吹出口までのダクトおよび隠蔽

　　ファンコイルの付帯ダクトを敷設するものとし、特に施工図等にて騒音・結露等

　　を防止し得るよう十分考慮の上施工する。本工事に使用する吹出口、吸込口、

　　ガラリ類は特記なき限り、全てアルミ製とし、アネモ型吹出口はＳＥＤ付きとする。

　　排気ファン、全熱交換器、天井扇の設置ならびに付帯ダクト設備を行うものと

　　する。

　　中央監視盤、空調機器類の自動制御機器の取り付け及びそれに付帯する計装

　　配管・配線工事を施工する。

□屋外埋設排水　　□硬質塩化ビニル管　JIS K 6741 (VP)

■給水管　　　　　■水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管　　JWWA K116

　　　　　　　　　□フランジ付硬質塩化ビニルライニング鋼管　WSP 011

　　　　　　　　　□水道用硬質塩化ビニル管　JIS K 6742

　　　　　　　　　　(一般; SGP-VB,  　地中　; SGP-VD)

　　　　　　　　　　(一般・地中 ; HIVP)

　　　　　　　　　　(一般; SGP-FVA, FVB 　地中　; SGP-FVD)

■雑排水管　　　　□配管用炭素鋼鋼管(白）　JIS G 3452 (SGP-白）

　　　　　　　　　■土間：　硬質塩化ビニル管　JIS K 6741 (VP)

　　　　　　　　　□土間：　下水道用リサイクル三層硬質塩化ビニル管

　　　　　　　　　□土間：　建物排水用リサイクル発泡三層硬質塩化ビニル管

　　　　　　　　　■耐火二層管　JIS K 6741(硬質塩化ビニル管VP)又は

　　　　　　　　　　※継ぎ手はドレネジ継ぎ手又は、ＭＤ継ぎ手を使用

　　　　　　　　　　(地中・コンクリート埋設は防食テープ2重巻き）

　　　　　　　　　　AS-62 (RS-VU)

　　　　　　　　　　AS-59 (RF-VP)

　　　　　　　　　　※125A以下はVP、150A以上はVUとする。

　　　　　　　　　　リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管(RF-VP)規格品

　　　　　　　　　　に繊維モルタルで被覆したもので国土交通大臣認定のもの。

　　　　　　　　　　　上げた所までとする。

　　　　　　　　　　※継ぎ手はコア内蔵型とする。

　　　　　　　　　　※給水管100A以上はフランジ接合(工場加工）とする。

　　　　　　　　　　※地中埋設管VDは、取出位置のGL面又はSL,FL面より+100立ち

■通気管　　　　　□配管用炭素鋼鋼管(白）　JIS G 3452 (SGP-白）

　　　　　　　　　　※継ぎ手はドレネジ継ぎ手又は、ＭＤ継ぎ手を使用

　　　　　　　　　　(地中・コンクリート埋設は防食テープ2重巻き）

　　　　　　　　　■土間：　硬質塩化ビニル管　JIS K 6741 (VP)

　　　　　　　　　□土間：　下水道用リサイクル三層硬質塩化ビニル管

　　　　　　　　　　AS-62 (RS-VU)

　　　　　　　　　□土間：　建物排水用リサイクル発泡三層硬質塩化ビニル管

　　　　　　　　　　AS-59 (RF-VP)

　　　　　　　　　　※125A以下はVP、150A以上はVUとする。

　　　　　　　　　■耐火二層管　JIS K 6741(硬質塩化ビニル管VP)又は

　　　　　　　　　　リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管(RF-VP)規格品

　　　　　　　　　　に繊維モルタルで被覆したもので国土交通大臣認定のもの。

■汚水管　　　　　□メカニカル型排水用鋳鉄管　JIS G 5525 (1種)

　　　　　　　　　□排水用塩ビライニング鋼管　WSP 042

　　　　　　　　　　※同上ＭＤ継ぎ手　MDJ 002

　　　　　　　　　　(一般; SGP-FVA, FVB 　地中　; SGP-FVD)

　　　　　　　　　■土間：　硬質塩化ビニル管　JIS K 6741 (VP)

　　　　　　　　　□土間：　下水道用リサイクル三層硬質塩化ビニル管

　　　　　　　　　　AS-62 (RS-VU)

　　　　　　　　　□土間：　建物排水用リサイクル発泡三層硬質塩化ビニル管

　　　　　　　　　　AS-59 (RF-VP)

　　　　　　　　　　※125A以下はVP、150A以上はVUとする。

　　　　　　　　　■耐火二層管　JIS K 6741(硬質塩化ビニル管VP)又は

　　　　　　　　　　リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管(RF-VP)規格品

　　　　　　　　　　に繊維モルタルで被覆したもので国土交通大臣認定のもの。

□鉛管　　　　　　□排水用鉛管　　SHASE-S203

□給湯管　　　　　□耐熱塩ビライニング鋼管　JWWA K 140

　　　　　　　　　□一般配管用ステンレス鋼管、配管用ステンレス鋼管

　　　　　　　　　　（一般：SGP -HVA　地中：内外面耐熱塩ビライニング鋼管）

　　　　　　　　　　（JIS G 3448,JIS G 3459)

□ガス管　　　　　□配管用炭素鋼鋼管（白）　JIS G 3452 (SGP- 白）

　　　　　　　　　□外面塩ビ被覆鋼管（白）　WSP 041 (SGP-VS)

　　　　　　　　　　　上げた所までとする。

　　　　　　　　　　※地中埋設管VSは、取出位置のGL面又はSL,FL面より+100立ち

□消火管　　　　　□配管用炭素鋼鋼管（白）　JIS G 3452 (SGP- 白）

　　　　　　　　　□消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管(白）WSP041 (SGP-VS)

　　　　　　　　　　※地中埋設管VSは、取出位置のGL面又はSL,FL面より+100立ち

　　　　　　　　　　　上げた所までとする。

　　　　　　　　　□下水道用リサイクル三層硬質塩化ビニル管

　　　　　　　　　□建物排水用リサイクル発泡三層硬質塩化ビニル管

　　　　　　　　　　AS-59 (RF-VP)

　　　　　　　　　　AS-62 (RS-VU)

　　　　　　　　　□コンクリート管（プレキャスト鉄筋コンクリート製品

　　　　　　　　　　（1類水路用遠心力鉄筋コンクリート）

□冷温水配管　　　□配管用炭素鋼鋼管（白）　JIS G 3452 (SGP- 白）

　　　　　　　　　□耐熱塩ビライニング鋼管　JWWA K 140

　　　　　　　　　(一般　; SGP -HVA）

□ドレン管　　　　□配管用炭素鋼鋼管（白）　JIS G 3452 (SGP- 白）

　　　　　　　　　□硬質塩化ビニル管　JIS K 6741 (VP)

　　　　　　　　　□下水道用リサイクル三層硬質塩化ビニル管

　　　　　　　　　　AS-62 (RS-VU)

　　　　　　　　　□建物排水用リサイクル発泡三層硬質塩化ビニル管

　　　　　　　　　　AS-59 (RF-VP)

　　　　　　　　　　※125A以下はVP、150A以上はVUとする。

　　　　　　　　　□耐火二層管　JIS K 6741(硬質塩化ビニル管VP)又は

　　　　　　　　　　リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管(RF-VP)規格品

　　　　　　　　　　に繊維モルタルで被覆したもので国土交通大臣認定のもの。

□冷却水管　　　　□配管用炭素鋼鋼管（白）　JIS G 3452 (SGP- 白）

　　　　　　　　　□水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管　　JWWA K116

　　　　　　　　　　(一般; SGP-VA, VB)

　　　　　　　　　□フランジ付硬質塩化ビニルライニング鋼管　WSP 011

　　　　　　　　　　(一般; SGP-FVA, FVB)

□冷媒管　　　　　□銅及び銅合金継目無管　硬質、軟質または半硬質　JIS H3300

　　　　　　　　　□断熱材被覆銅管　原管はJIS H3300による。 製造者標準品

　　　　　　　　　　ただし、保温圧は　ガス管　20mm、液管　10mm とする。

　　　　　　　　　　※冷媒用銅管の肉厚は、冷凍保安規則関係基準の規定による。

□油管　　　　　　□配管用炭素鋼鋼管（黒）　JIS G 3452溶接接合

□蒸気管　　　　　□配管用炭素鋼鋼管（黒）　JIS G 3452

機械設備工事特記仕様書

・請負者は、受注時又は変更時において工事請負代金額が５００万円以上の工事について

・請負者は、下請負に付する場合には、別に定める三重県建設工事執行規則の施工に

・請負者は、工事を施工するために締結した下請契約の請負代金額（当該下請契約の請負

・請負者は、施工体系図・建設業許可票及び労災保険関係の成立を表す標識を公衆の

(4)施工図等

(5)機器及び材料等

(6)官公署等への届出手続

・消火器の設置届については、機械設備にて設置届を提出する必要がある場合、

・防火対象物使用開始届については、書類の作成（機械設備図面の用意及び

(7)完成時の提出図書

1　　　工事名称　　

4　　　施工基準　　　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、以下による

　　　　　　　　　■　三重県公共工事共通仕様書（平成18年7月）

　　　　　　　　　■　平成１９年度版国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　　　　　　　　　　　消施令の適用　（1）ロ項

　　　　　　　　　■　「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）平成19年版」

　　　　　　　　　■　「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）平成19年版」

　　　　　　　　　■　「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）平成19年版」

　　　　　　　　　■　「機械設備工事監理指針平成19年版」

　　　　　　　　　□　「建築設備耐震設計・施工指針2005年版」

　　　　　　　　　□　国土交通省国土技術政策総合研究所監修

3　　　建築概要

2　　　工事場所　　

5　　　一般事項　　　工事の詳細については、本設計図面、仕様書による他、上記各施工基準に

準拠し、監督員指示の下に入念且つ誠実に施工すること。

設計図書に定められた内容に疑義が生じたり、現場の納まり又は取合い等

の関係で、設計図書によることが困難又は不都合な場合が生じたときは、

監督員と協議する。

施工上密接に関連する他、工事との取合いについては、監督員の調整に

協力し、当該工事関係者とともに慎重に協議し、工事全体の円滑な進捗に

努める。

(1)工事実績情報の登録　　　　　　※　建築包含発注時不要

　工事実績情報サービス（CORINS）に基づき、受注・変更・完成・訂正時に工事実績情報

　として、「工事カルテ」を作成し、監督員の確認を受けたうえ、受注時は契約後、土曜日、

　日曜日、祝日等を除き１０日以内に、完成時は工事完成後１０日以内に、訂正時は適宜

　登録機関に登録申請をしなければならない。（ただし、工事請負代金額５００万円以上

　２，５００万円未満の工事については、受注・訂正時のみ登録するものとする。）

　には、その写しを直ちに監督員に提出しなければならない。

　また、（財）日本建設情報総合センター発行の「工事カルテ受領書」が請負者に届いた際

(2)施工体制　　　　　　　　　　　※　建築包含発注時不要

　関し、必要な書類の様式を定める要綱に従い、部分下請負通知書（契約書は添付）を

　監督員に提出しなければならない。

　代金の総額）が３，０００万円以上になるときは、施工体制台帳・施工体系図を作成し、

　工事現場に備えると共に、別に定める様式により監督員に提出しなければならない。

　見やすい場所及び現場の見やすい場所に設置しなければならない。また建設業退職金

　共済組合への加入を表す標識を、工事現場の見やすい場所に設置しなければならない。

(3)工程表　　　　　　　　　　　　※　建築包含発注時不要
　実施工程表、月間工程表を関連業者間にて十分協議して作成し、監督員に提出する。

　請負者は施工に先立ち、施工計画書、工種別施工要領書、施工図等を作成し、監督員と

　打合せを行うこと。施工図等の作成に際し、施工上密接に関連する工事との納まり等

　について、十分検討する。

　工事に使用する機器及び材料等については、予め使用機材届出書（メーカーリスト）、

　機器明細図、現品、カタログ、その他諸資料を事前に届け出ること。

　尚、図面に記載の品番は、参考品番として便宜上メーカー品番を使用しているので、

　メーカー選定にあたっては、同等品以上の性能を有するものとする。また、国等による

　環境物品等の調達推進に関する法律（グリーン購入法）を考慮し、再生品などの

　環境に優しい（環境物品）の調達に努める。

　又、重量機器については、機器据付要領・耐震計算書もあわせて提出すること。

　工事に伴う関係官公署への必要な諸手続きは、請負者が遅滞なく行い、これに

　要する費用も負担する。

　消火器についても併せて届出を行うこと。

　機械設備に関する部分の記述）を行うこと。

・機器明細図・安全・訓練実施記録

・工事写真・品質確認書類

・打合記録

・施工要領書・工事日報各１部ずつ

　　　■工事書類　：　　　・施工計画書・材料搬入報告書

　　　■工事完成図書：　　・完成図（竣工図｛製本2部｝・施工図｛製本2部｝

・機器完成図（ファイル等1部）

・保守に関する説明書（取扱説明書・保証書）　1部

・機器性能試験成績書　1部

・総合調整測定表（試験結果・測定結果等）　1部

・官公署届出書類控、検査済証　1部

・出来形確認書類　1部

　　　※竣工図・施工図はＣＡＤにより作成すること。

　　　※工事書類はＣＡＬＳ電子納品マニュアル、デジタル写真管理情報基準（案）に

　　　※建築包含工事の場合、監督員に確認のこと。

　　　　基づき、工事完成図書は工事完成図書電子納品要領（営繕版）に基づき

　　　　電子納品すること。　工事書類・完成図書　2部　工事写真2部

(9)発生材処分

(14)建設副産物

(15)製品確認

(17)工法の提案

(20)品質管理

(21)出来形管理

　　復旧すること。

　　　　設置階

　　　　設置階

1)各種機器据付

・基礎寸法

・水平、垂直等

・支持間隔

3)屋外排水工事

・排水勾配

・枡の深さ

RC,SRC造　３階建　1933.51　㎡

関文化交流センター改修工事

三重県亀山市関町泉ケ丘1011－1

５０ １

特記

２ ３ ４ ６ ７ ８ １０９

関文化交流センター改修工事P1203M

設計番号
訂正
作成日付 工事名称

岡部　六弥

１級建築士

第142316号

総括責任者 図面種別

図面番号

担当者

図面名称

縮尺

１級建築士

管理建築士

山本隆博

195582号URANO　ARCHITECTS　&　ENGINEERS
三重県知事登録　第１－２０１６号

浦野設計株式会社

一級建築士事務所

三重支社Ｍ NS

01 特記仕様書（機械）
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